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は
じ
め
に　

隠
逸
空
間
の
変
遷

　

古
来
、
隠
逸
者
た
ち
は
世
を
避
け
て
様
々
な
場
所
に
赴
い
た
。
伯

夷
・
叔
斉
の
首
陽
山
は
逃
避
の
果
て
の
終
着
点
で
あ
る
し
、
范
蠡
の

江
湖
は
際
限
な
い
自
由
の
代
名
詞
と
も
な
っ
た
。
疏
広
疏
受
の
二
疏

は
功
成
り
名
遂
げ
て
郷
里
に
身
を
退
け
後
世
に
称
え
ら
れ
た
。
陶
淵

明
の
田
園
詩
、
謝
霊
運
の
山
水
詩
は
、
世
俗
に
背
を
向
け
た
場
で
は

ぐ
く
ま
れ
た
文
学
と
い
え
る
。
唐
代
に
な
る
と
、
詩
人
た
ち
は
様
々

な
形
で
「
官
」
と
距
離
を
置
い
た
文
学
の
場
を
築
い
た
。
王
維
の
輞

川
荘
、
杜
甫
の
浣
花
草
堂
、
白
居
易
の
廬
山
草
堂
や
履
道
里
邸
は
、

唐
代
を
代
表
す
る
例
で
あ
る
。

　

韋
應
物
が
「
郡
齋
」
を
隠
逸
の
場
と
し
て
提
示
し
、「
吏
隠
」
の

言
葉
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
中
唐
で

は
「
官
」
と
地
続
き
の
場
に
隠
逸
空
間
を
見
出
そ
う
と
す
る
動
き
が

活
発
に
な
る
。
官
僚
制
度
の
確
立
や
文
学
の
担
い
手
の
変
化
と
共
に
、

隠
逸
空
間
に
も
広
が
り
と
変
化
が
現
れ
る
。「
中
隠
」
を
詠
っ
た
白

居
易
文
学
は
、
朝
廷
や
繁
華
な
市
中
で
の
隠
逸
で
あ
る
「
朝
隠
」

「
市
隠
」
の
流
れ
を
く
み
、「
ど
の
よ
う
な
場
所
で
も
自
足
す
る
」

生
き
方
を
標
榜
し
た
も
の
と
し
て
画
期
的
で
あ
っ
た
。
五
湖
に
遊
ぶ

よ
う
な
無
制
限
の
自
由
は
手
に
入
る
べ
く
も
な
い
が
、
自
ら
の
置
か

れ
た
状
況
下
で
「
自
由
」
を
求
め
、
そ
の
中
で
自
足
し
た
生
活
を
送

る
。
見
方
を
変
え
る
と
、
白
居
易
の
「
中
隠
」
は
、
仕
官
を
人
生
の

前
提
と
す
る
士
大
夫
階
層
が
、
人
生
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
必

然
的
に
生
み
出
し
た
「
隠
逸
」
の
一
形
態
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

筆
者
は
以
前
、
白
居
易
の
隠
逸
空
間
、
特
に
人
生
の
最
後
に
手
に

入
れ
た
洛
陽
履
道
里
邸
が
、「
外
部
か
ら
閉
ざ
さ
れ
た
」
性
質
を
持

つ
こ
と
を
指
摘
し
た
。
晩
年
に
築
い
た
理
想
の
住
処
、
履
道
里
邸
を

描
く
「
池
上
篇
」
に
お
い
て
、
白
居
易
は
恐
ら
く
意
識
的
に
外
の
世

界
を
遮
断
し
、
理
想
の
地
に
自
足
す
る
喜
び
を
詠
っ
た
。
白
居
易
の
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閉
ざ
さ
れ
た
隠
逸
空
間
（
二
宮
）

隠
逸
空
間
に
つ
い
て
論
じ
る
中
で
、
筆
者
は
庾
信
「
小
園
賦
」
に
つ

い
て
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

　

何
ら
か
の
危
機
に
直
面
し
た
時
、
あ
る
い
は
周
囲
の
状
況
と
自
身

の
生
き
方
が
ち
ぐ
は
ぐ
に
な
っ
た
時
に
、
自
ら
の
拠
り
所
と
し
て
閉

鎖
的
な
「
小
空
間
」
を
求
め
、
外
界
と
の
接
触
を
断
つ
と
い
う
の
は
、

処
世
の
一
つ
の
あ
り
か
た
と
し
て
理
解
で
き
る
。
こ
れ
を
文
学
作
品

の
テ
ー
マ
と
し
て
展
開
し
た
恐
ら
く
初
め
て
の
例
は
、
庾
信
の
「
小

園
賦
」
で
あ
ろ
う
。

自
ら
の
意
思
で
履
道
里
邸
を
築
き
あ
げ
自
足
し
た
晩
年
の
白
居
易
と
、

北
遷
後
の
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
下
で
窮
余
の
避
難
場
所
を
求
め
た
庾
信

と
は
、
動
機
と
経
緯
と
に
も
ち
ろ
ん
大
き
な
違
い
が
あ
る
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
空
間
の
性
質
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
新
天
地

を
求
め
て
別
世
界
に
移
動
す
る
の
で
は
な
く
、
今
あ
る
場
所
を
外
か

ら
遮
断
す
る
こ
と
で
隠
逸
空
間
を
築
き
上
げ
る
点
に
お
い
て
、
両
者

に
は
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
本
論
は
、
文
学
に
お
い
て

隠
逸
空
間
が
い
か
に
構
築
さ
れ
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
庾
信

「
小
園
賦
」
に
着
目
し
、
庾
信
以
前
の
隠
逸
文
学
の
流
れ
に
も
目
を

配
り
な
が
ら
、
そ
の
特
色
を
探
る
も
の
で
あ
る
。

一　

小 

園 

賦 

概 

観

　

小
園
賦
は
、
庾
信
が
北
朝
に
移
っ
て
間
も
な
い
時
期
の
作
品
と
さ

れ
る
。
庾
信
に
は
代
表
作
「
哀
江
南
賦
」
を
始
め
と
し
て
十
五
篇
の

賦
が
残
り
、
う
ち
北
朝
に
移
っ
て
か
ら
の
作
品
は
八
篇
（「
三
月
三
日

華
林
園
馬
射
賦
」「
竹
杖
賦
」「
邛
竹
杖
賦
」「
枯
樹
賦
」「
傷
心
賦
」「
象
戯

賦
」「
哀
江
南
賦
」「
小
園
賦
」）
残
さ
れ
る
。
安
藤
信
廣
氏
は
庾
信
の

賦
に
つ
い
て
、
南
朝
に
比
べ
北
朝
で
の
作
品
は
長
編
化
す
る
傾
向
が

あ
る
こ
と
、
南
朝
の
賦
が
全
て
詠
物
の
作
品
で
あ
る
の
に
対
し
、
北

朝
で
は
詠
物
の
賦
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
す
る
。
ま

た
興
膳
宏
氏
は
、
南
朝
期
の
庾
信
の
賦
に
七
言
句
（
2
・
2
・
3
）

が
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
北
遷
後
の
庾
信
の
作
品
に
は

七
言
句
が
ほ
と
ん
ど
表
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、「
重
い
憂
愁
に
閉

ざ
さ
れ
た
庾
信
関
外
の
文
学
に
は
、
七
言
句
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
は
、

も
は
や
違
和
感
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
し
か
作
用
し
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
か
ら
、
北
遷
以
降
の
庾
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信
の
賦
に
は
、
内
容
と
形
式
に
お
い
て
深
刻
な
変
化
が
現
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
更
に
付
け
加
え
る
と
、
北
朝
で
の
賦
の
多
く

は
、
北
朝
に
到
る
ま
で
の
波
瀾
と
悲
痛
、
出
仕
へ
の
葛
藤
を
め
ぐ
っ

て
描
か
れ
て
い
る
。
庾
信
の
代
表
作
「
哀
江
南
賦
」
を
始
め
と
し
て
、

移
植
さ
れ
た
枯
樹
の
奇
怪
な
姿
に
自
ら
を
投
影
し
た
「
枯
樹
賦
」、

仕
官
へ
の
葛
藤
を
仮
構
し
た
人
物
の
問
答
を
借
り
て
詠
う
「
竹
杖

賦
」「
邛
竹
杖
賦
」、
愛
児
を
失
っ
た
嘆
き
を
詠
う
「
傷
心
賦
」、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
る
「
小
園
賦
」
も
こ
れ
に
連
な
る
。

　

さ
て
、
作
品
の
主
題
「
小
園
」
と
は
い
か
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

言
葉
だ
ろ
う
か
。「
園
」
は
囲
わ
れ
た
果
樹
園
・
耕
作
地
・
庭
園
な

ど
を
指
す
。
古
く
は
『
周
易
』
賁
に
「
賁
于
丘
園
、
束
帛
戔
戔
（
丘

園
を
賁か
ざ

る
、
束
帛
戔
戔
た
り
）」
と
見
え
、『
文
選
』
に
は
こ
の
『
周

易
』
の
言
葉
を
ふ
ま
え
、
高
潔
の
士
が
隠
れ
る
場
所
と
し
て
「
丘

園
」
を
用
い
る
例
が
複
数
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
旧
園
」「
故
園
」「
園

林
」
な
ど
の
語
は
、
公
（
お
お
や
け
）
を
離
れ
た
私
的
な
生
活
の
場
、

遊
興
の
場
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
庾
信
に
も
制
作
時
期
・
場
所
が
不

明
な
が
ら
北
遷
後
の
作
品
と
お
ぼ
し
き
「
園
庭
詩
」「
寒
園
即
目
」

が
あ
り
、
隠
逸
者
と
し
て
の
暮
ら
し
を
描
写
し
て
い
る
。
ま
た

「
園
」
は
限
定
さ
れ
た
・
囲
わ
れ
た
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
。

と
ら
わ
れ
る
も
の
の
な
い
無
限
の
自
由
を
象
徴
す
る
「
江
湖
」
で
は

な
く
、
ま
た
家
産
を
伴
い
、
周
囲
の
自
然
を
も
巻
き
込
む
広
大
な
生

活
の
場
と
し
て
描
か
れ
る
「
居
」
で
も
な
い
。「
園
」
と
い
う
語
が

も
つ
、
人
工
的
に
区
切
っ
て
作
ら
れ
た
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、

「
小
園
賦
」
の
構
想
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

「
小
さ
な
」「
さ
さ
や
か
な
」
を
意
味
す
る
「
小
」
は
、
狭
小
な

場
所
に
逃
避
し
た
い
と
い
う
願
望
を
示
す
。「
一
枝
」「
一
丘
一
壑
」

と
い
っ
た
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
陶
淵
明
が
「
帰
去
来
兮

辞
」
で
「
南
窗
に
倚
り
て
以
て
傲
を
寄
せ
、
容
膝
の
安
ん
じ
易
き
を

審
る
」
と
詠
っ
た
よ
う
に
、
限
定
さ
れ
た
小
空
間
に
理
想
を
託
し
自

足
す
る
の
は
、
伝
統
的
な
隠
逸
思
想
の
一
つ
と
い
え
る
。
と
る
に
た

り
な
い
よ
う
な
小
空
間
だ
が
、
そ
の
中
に
は
侵
さ
れ
ざ
る
楽
し
み
と

自
由
が
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
だ
。「
小
園
賦
」
の
中
に
も
、

以
下
に
見
て
い
く
序
文
の
冒
頭
に
「
一
枝
」「
一
壺
（
壺
公
）」
な
ど

の
語
が
見
ら
れ
、
小
空
間
へ
の
指
向
を
示
し
て
い
る
。「
小
園
」
に

は
こ
の
よ
う
に
「
狭
小
な
・
さ
さ
や
か
な
・
隔
離
さ
れ
た
場
所
」
に

救
い
と
解
放
を
求
め
る
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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庾
信
以
前
の
文
学
作
品
に
「
小
園
」
が
使
用
さ
れ
た
例
は
少
な
い
。

史
書
で
は
、『
梁
書
』
巻
二
十
五
・
徐
勉
伝
に
見
ら
れ
る
南
朝
・
梁

の
徐
勉
が
息
子
崧
を
戒
め
る
手
紙
（『
藝
文
類
聚
』
巻
二
十
三
・
鑑
誡
に

も
収
め
ら
れ
る
）
に
、
徐
勉
が
建
康
近
郊
の
東
田
に
築
い
た
「
小

園
」
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
手
紙
の
冒
頭
で
徐
勉
は
、「
小
園
」
を

営
む
目
的
を
「
播
藝
し
て
以
て
利
の
入
る
を
要
む
る
に
在
る
に
非
ず
、

正
に
池
を
穿
ち
樹
を
種
え
、
少
し
く
情
賞
を
寄
せ
ん
と
欲
す
。
又
た

郊
際
の
閑
曠
な
る
を
以
て
、
終
に
宅
と
為
す
べ
く
、
儻
し
懸
車
し
て

事
を
致
す
を
獲
れ
ば
、
實
に
斯
に
歌
哭
せ
ん
と
欲
す
」
と
述
べ
る
。

こ
の
「
小
園
」
は
徐
勉
の
二
十
年
の
丹
精
に
よ
っ
て
庭
園
美
を
備
え
、

ま
た
「
人
外
と
云
う
と
雖
も
城
闕
は
密
邇
」、
郊
外
と
言
っ
て
も
都

市
か
ら
近
い
場
所
に
あ
っ
た
と
い
う
。
都
市
に
つ
か
ず
離
れ
ず
の
距

離
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
田
畑
と
庭
園
と
を
備
え
て
い
た
点
で
、
庾

信
の
「
小
園
」
と
共
通
す
る
。

　

「
小
園
賦
」
が
収
録
さ
れ
る
『
藝
文
類
聚
』
に
注
目
す
る
と
、
同

賦
が
収
め
ら
れ
る
巻
六
十
五
・
産
業
部
上
・
園
は
、
漢
・
枚
乗
「
梁

王
兔
園
賦
」、
斉
・
謝
朓
「
遊
後
園
賦
」、
梁
・
裴
子
野
「
遊
華
林
園

賦
」、
梁
・
江
淹
「
梁
王
兔
園
賦
」
を
採
録
し
、「
小
園
賦
」
は
こ
れ

ら
の
後
に
並
べ
ら
れ
る
。「
小
園
賦
」
以
前
の
作
品
は
、
そ
の
題
名

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
貴
人
の
庭
園
に
遊
ぶ
情
景
を

描
い
た
も
の
で
あ
り
、「
小
園
賦
」
と
は
系
統
を
異
に
す
る
。
小
園

賦
は
、「
園
」
と
い
う
題
材
を
、
社
交
的
で
華
や
か
な
場
か
ら
孤
独

な
隠
逸
の
場
へ
と
転
換
さ
せ
た
作
品
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ

う
。

　

さ
て
、
ま
ず
は
「
小
園
賦
」
の
全
体
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

序
文

　

若
夫
一
枝
之
上
、
巢
父
得
安
巢
之
所
、
一
壺
之
中
、
壺
公
有
容
身

之
地
。
況
乎
管
寧
蔾
牀
、
雖
穿
而
可
坐
、
嵇
康
鍜
竈
、
旣
煗
而
堪
眠
。

豈
必
連
闥
洞
房
、
南
陽
樊
重
之
第
、
綠
墀
青
瑣
、
西
漢
王
根
之
宅
。

　

余
有
數
畝
弊
廬
、
寂
寞
人
外
。
聊
以
擬
伏
臘
、
聊
以
避
風
霜
。
雖

復
晏
嬰
近
市
、
不
求
朝
夕
之
利
、
潘
岳
面
城
、
且
適
閑
居
之
樂
。
況

乃
黄
鶴
戒
露
、
非
有
意
於
輪
軒
、
爰
居
避
風
、
本
無
情
於
鐘
鼓
。
陸

機
則
兄
弟
同
居
、
韓
康
則
舅
甥
不
別
。
蝸
角
蚊
睫
、
又
足
相
容
者
也
。

　

若
し
夫
れ
一
枝
の
上
、
巢そ

う

父ほ

巢
を
安
ん
ず
る
の
所
を
得
、
一
壺
の

中
、
壺こ

公こ
う

身
を
容
る
る
の
地
有
り
。
況
ん
や
管か
ん

寧ね
い

の
蔾
牀
は
、
穿
つ

⑪
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と
雖
も
坐
す
べ
く
、
嵇け
い

康こ
う

の
鍜た
ん

竈そ
う

は
、
既
に
し
て
煗あ
た
た

か
く
し
て
眠

る
に
堪
う
。
豈
に
必
ず
し
も
闥も

ん

を
連
ね
房
を
洞つ
う

ず
る
は
、
南
陽
樊は
ん

重ち
ょ
う

の
第
、
綠
墀
青
瑣
な
る
は
、
西
漢
王お
う

根こ
ん

の
宅
な
ら
ん
や
。

　

余　

數
畝
の
弊
廬
有
り
、
人
外
に
寂
寞
た
り
。
聊
か
以
て
伏
臘
に

擬
し
、
聊
か
以
て
風
霜
を
避
く
。
復
た
晏あ

ん

嬰え
い

は
市
に
近
き
と
雖
も
、

朝
夕
の
利
を
求
め
ず
、
潘は

ん

岳が
く

は
城
に
面
す
と
雖
も
、
且
つ
閑
居
の
樂

し
み
に
適か

な

う
。
況
ん
や
乃
ち
黃
鶴
露
を
戒
む
る
も
、
輪
軒
に
意
有
る

に
非
ず
、
爰え

ん

居き
よ

風
を
避
く
る
も
、
本
よ
り
鐘
鼓
に
情
無
し
。
陸り
く

機き

は

則
ち
兄
弟
同
に
居
り
、
韓か

ん

康こ
う

は
則
ち
舅き
ゆ
う

甥せ
い

別
れ
ず
。
蝸か

角か
く

蚊ぶ
ん

睫し
よ
う

も
、

又
た
相
い
容
る
る
に
足
る
者
な
り
。

　

序
文
で
は
ま
ず
、
狭
小
な
空
間
に
起
座
し
た
例
と
し
て
巣
父
・
壺

公
や
管
寧
・
嵇
康
を
列
挙
し
、
小
空
間
の
中
で
安
寧
を
得
た
い
と
い

う
願
い
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
空
間
は
、
豪
奢
な
生
活
（
樊
重
の

第
・
王
根
の
宅
）・
意
に
沿
わ
ぬ
栄
達
（
黄
鶴
輪
軒
・
爰
居
鐘
鼓
）
と
対

置
さ
れ
る
。

　

「
小
園
」
の
在
処
は
晏
嬰
・
潘
岳
の
故
事
を
ふ
ま
え
て
示
唆
さ
れ

る
。「
人
外
に
寂
寞
た
る
」
粗
末
な
住
ま
い
と
す
る
一
方
で
、
晏

嬰
・
潘
岳
の
居
宅
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
「
市
」

や
「
城
」
の
周
辺
─
─
人
里
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
中
で
は
な
く
─
─

に
設
け
ら
れ
た
と
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
人
外
」
は
人
跡
の

滅
し
た
地
の
果
て
で
は
な
く
、
都
市
の
外
、
郊
外
と
い
う
ほ
ど
の
意

味
で
と
る
の
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
北
遷
後
す
ぐ
の
時
期
に
書
か

れ
た
と
さ
れ
る
「
小
園
賦
」
だ
が
、
序
文
の
中
に
は
既
に
、
野
に
退

く
こ
と
も
仕
官
を
拒
絶
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
「
小
園
」
の
微

妙
な
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
の
陸
機
と
韓
康
は
、
異
土
に

あ
っ
て
も
共
に
あ
る
家
族
を
い
う
か
。
後
に
本
文
に
も
家
族
の
描
写

が
見
え
る
。

　

以
下
本
文
を
三
段
に
分
け
て
示
す
。
換
韻
の
箇
所
は
／
で
示
し
、

行
論
の
便
宜
上
全
体
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

　

①
爾
乃
窟
室
徘
徊
、
聊
同
鑿
坯
。
桐
閒
露
落
、
柳
下
風
來
。
琴
號

珠
柱
、
書
名
玉
杯
。
有
棠
梨
而
無
舘
、
足
酸
棗
而
非
臺
。
／
②
猶
得

欹
側
八
九
丈
、
縱
橫
數
十
歩
、
楡
柳
三
兩
行
、
梨
桃
百
餘
樹
。
撥
蒙

密
兮
見
窗
、
行
欹
斜
兮
得
路
。
蟬
有
翳
兮
不
驚
、
雉
無
羅
兮
何
懼
。

／
③
草
樹
混
淆
、
枝
格
相
交
。
山
爲
簣
覆
、
地
有
堂
坳
。
藏
貍
竝
窟
、

⑬
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乳
鵲
重
巢
。
連
珠
細
茵
、
長
柄
寒
匏
。
／
④
可
以
療
饑
、
可
以
棲
遲
。

㩻
䧢
兮
狹
室
、
穿
漏
兮
茅
茨
。
簷
直
倚
而
妨
帽
、
戶
平
行
而
礙
眉
。

坐
帳
無
鶴
、
支
牀
有
龜
。
鳥
多
閑
暇
、
花
隨
四
時
。
心
則
歴
陵
枯
木
、

髮
則
睢
陽
亂
絲
。
非
夏
日
而
可
畏
、
異
秋
天
而
可
悲
。
／
⑤
一
寸
二

寸
之
魚
、
三
竿
兩
竿
之
竹
。
雲
氣
蔭
於
叢
蓍
、
金
精
養
於
秋
菊
。
棗

酸
梨
酢
、
桃
榹
李
薁
。
落
葉
半
床
、
狂
花
滿
屋
。
名
爲
野
人
之
家
、

是
謂
愚
公
之
谷
。
／
⑥
試
偃
息
於
茂
林
、
廼
久
羡
於
抽
簪
。
雖
有
門

而
長
閉
、
實
無
水
而
恒
沉
。
三
春
負
鋤
相
識
、
五
月
披
裘
見
尋
。
問

葛
洪
之
藥
性
、
訪
京
房
之
卜
林
。
草
無
忘
憂
之
意
、
花
無
長
樂
之
心
。

鳥
何
事
而
逐
酒
、
魚
何
情
而
聽
琴
。（
①
爾し
か

し
て
乃
ち
窟
室
に
徘
徊
し
、

聊
か
坯か
べ

を
鑿
つ
に
同
じ
。
桐
閒
に
露
落
ち
、
柳
下
に
風
來
た
る
。
琴
は
珠
柱

と
號
し
、
書
は
玉
杯
と
名
づ
く
。
棠
梨
有
る
も
館
無
く
、
酸
棗
足
る
も
臺う
て
な

に
非
ず
。
／
②
猶
お
欹
側
は
八
九
丈
、
縱
橫
は
數
十
步
、
楡
柳
は
三
兩
行
、

梨
桃
は
百
餘
樹
を
得
。
蒙
密
を
撥ひ
ら

き
て
窗
を
見
、
欹
斜
を
行
き
て
路
を
得
。

蟬
は
翳
有
る
も
驚
か
ず
、
雉
は
羅
無
け
れ
ば
何
ぞ
懼
れ
ん
。
／
③
草
樹
は
混

淆
し
、
枝
格
は
相
い
交
わ
る
。
山
は
簣き

覆ふ
く

を
為
し
、
地
に
堂ど
う

坳お
う

有
り
。
藏
貍

窟
を
並
べ
、
乳
鵲
は
巢
を
重
ぬ
。
連
珠
の
細さ
い

茵い
ん

、
長
柄
の
寒か
ん

匏ほ
う

。
／
④
以
て

饑う

え
を
療い
や

す
べ
く
、
以
て
棲
遲
す
べ
し
。
㩻き

䧢く

た
る
狹
室
、
漏
を
穿
つ
茅
茨
。

簷ひ
さ
し

は
直
倚
に
し
て
帽
を
妨
げ
、
戸
は
平
行
に
し
て
眉
を
礙さ
ま
た

ぐ
。
帳
に
坐
す

る
に
鶴
無
く
、
牀
を
支
え
る
に
龜
有
り
。
鳥
は
閑
暇
多
く
、
花
は
四
時
に
隨

う
。
心
は
則
ち
歴
陵
の
枯
木
、
髮
は
則
ち
睢す
い

陽よ
う

の
亂
絲
。
夏
日
に
非
ざ
る
も

畏
る
る
べ
く
、
秋
天
に
異
な
る
も
悲
し
む
べ
し
。
／
⑤
一
寸
二
寸
の
魚
、
三

竿
両
竿
の
竹
。
雲
気　

叢
蓍
に
蔭
り
、
金
精　

秋
菊
を
養
う
。
棗
は
酸
に
し

て
梨
は
酢
、
桃
は
榹
け
も
も　

李
は
薁こ
う
め

あ
り
。
落
葉
床
に
半
ば
し
、
狂
花
屋
に
満

つ
。
名
づ
け
て
野
人
の
家
と
為
し
、
是
れ
を
愚
公
の
谷
と
謂
う
。
／
⑥
試
み

に
茂
林
に
偃
息
し
、
廼
ち
久
し
く
簪
を
抽
く
を
羨
む
。
門
有
り
と
雖
も
長
く

閉
ざ
し
、
実
に
水
無
く
し
て
恒
に
沉
む
。
三
春　

鋤
を
負
い
て
相
い
識
り
、

五
月　

裘
を
披か
ぶ

り
て
尋
ね
ら
る
。
葛か
つ

洪こ
う

の
薬
性
を
問
い
、
京け
い

房ぼ
う

の
卜
林
を
訪

な
う
。
草
は
憂
い
を
忘
る
る
の
意
無
く
、
花
は
長
く
楽
し
む
の
心
無
し
。
鳥

何
事
ぞ
酒
を
逐
わ
ん
、
魚
何
の
情
あ
り
て
か
琴
を
聴
か
ん
。）

　

第
一
段
は
小
園
内
部
の
描
写
か
ら
始
ま
る
。「
穴
蔵
に
う
ろ
う
ろ

す
る
」
自
己
を
描
き
、
仕
官
を
拒
ん
で
逃
げ
た
隠
者
の
故
事
を
用
い

る
。
隠
者
の
す
ま
い
を
示
す
琴
や
書
、
様
々
な
植
物
や
動
物
、
ま
た

ご
く
小
さ
な
山
や
池
が
描
写
さ
れ
る
。
植
物
名
が
列
挙
さ
れ
、
木
や

竹
が
そ
の
数
で
も
っ
て
示
さ
れ
る
の
は
、
潘
岳
「
閑
居
賦
」
の
流
れ

⑮
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を
く
む
。
ま
た
清
・
呉
兆
宜
の
注
に
は
陶
淵
明
「
帰
園
田
居
五
首
」

其
一
の
「
榆
柳

0

0

蔭
後
簷
、
桃0

李
羅
堂
前
」
を
引
く
。
小
園
は
潘
岳
の

閑
居
と
比
べ
る
と
け
し
て
豊
か
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
飢
え

を
癒
や
し
、
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
（
④
）。
ま
た
②
で
描
か

れ
る
蟬
や
雉
は
、
脅
か
す
者
が
い
な
い
地
で
の
び
の
び
と
過
ご
す
。

旺
盛
な
、
時
に
は
野
放
図
な
生
命
力
を
見
せ
る
草
木
や
動
物
、
そ
の

中
に
埋
も
れ
る
よ
う
に
「
狭
室
」「
茅
茨
」
が
描
か
れ
、
往
来
に
支

障
が
あ
る
ほ
ど
（「
妨
帽
」「
礙
眉
」）
狭
小
な
す
ま
い
が
提
示
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
「
狭
さ
」
が
安
心
感
や
充
足
感
で
は
な
く
、「
不
快
さ
」

に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
建
物

の
内
部
も
ま
た
、「
落
葉
」
や
「
狂
花
」
に
占
拠
さ
れ
、
そ
の
中
に

い
る
主
人
の
心
は
「
枯
木
」
に
喩
え
ら
れ
る
。
周
囲
の
自
然
に
圧
倒

さ
れ
た
狭
く
傾
い
だ
住
ま
い
、
そ
の
中
で
悲
嘆
す
る
主
人
の
姿
が
と

ら
え
ら
れ
る
。
⑤
の
末
尾
に
自
身
の
隠
逸
の
居
を
捉
え
て
「
愚
公
の

谷
」
と
い
う
の
は
、
庾
信
の
他
の
詩
文
に
も
見
ら
れ
る
表
現
。

　

⑥
以
降
に
は
、「
小
園
」
で
の
隠
逸
暮
ら
し
を
描
く
。
常
に
門
を

閉
ざ
し
、
春
に
な
れ
ば
農
夫
と
語
り
合
い
、
ま
た
隠
者
が
尋
ね
て
く

る
。
陶
淵
明
風
の
田
園
に
お
け
る
隠
逸
生
活
を
描
く
句
が
続
い
た
後
、

そ
こ
に
唐
突
に
憂
い
が
忍
び
込
む
。
⑥
の
末
尾
、
自
由
の
象
徴
と
し

て
の
鳥
や
魚
が
、
心
な
ら
ず
も
人
間
本
位
の
饗
応
を
受
け
る
不
幸
を

い
う
の
は
、
自
己
の
お
か
れ
た
状
況
と
重
ね
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
序

文
か
ら
の
繰
り
返
し
と
な
る
こ
の
嘆
き
は
、「
小
園
」
の
背
後
に
常

に
通
奏
低
音
の
よ
う
に
響
い
て
お
り
、
こ
の
賦
の
い
わ
ば
裏
の
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
。

　

⑦
加
以
寒
暑
異
令
、
乖
違
德
性
。
崔
駰
以
不
樂
損
年
、
呉
質
以
長

愁
養
病
。
鎭
宅
神
以
薶
石
、
厭
山
精
而
照
鏡
。
屢
動
莊
舄
之
吟
、
幾

行
魏
顆
之
命
。
／
⑧
薄
晩
閑
閨
、
老
幼
相
攜
。
蓬
頭
王
霸
之
子
、
椎

䯻
梁
鴻
之
妻
。
燋
麥
兩
甕
、
寒
菜
一
畦
。
風
騷
騷
而
樹
急
、
天
慘
慘

而
雲
低
。
聚
空
倉
而
雀
噪
、
驚
懶
婦
而
蟬
嘶
。（
⑦
加
う
る
に
以
て
寒

暑
は
令
を
異
に
し
、
德
性
に
乖
違
す
。
崔さ
い

駰い
ん

は
樂
し
ま
ざ
る
を
以
て
年
を
損そ
こ

な
い
、
呉ご

質し
つ

は
長
く
愁
う
る
を
以
て
病
を
養
う
。
宅
神
を
鎮
む
る
に
石
を
薶う
ず

む
る
を
以
て
し
、
山
精
を
厭
い
て
鏡
に
照
ら
す
。
屢
し
ば
荘そ
う

舄せ
き

の
吟
を
動
か

し
、
幾ほ
と

ん
ど
魏ぎ

顆か

の
命
を
行
う
。
／
⑧
薄
晩
の
閑
閨
、
老
幼
相
い
攜
う
。
蓬

頭
王お
う

霸は

の
子
、
椎つ
い

䯻け
い

梁り
ょ
う

鴻こ
う

の
妻
。
燋
麦
は
両り
ょ
う

甕お
う

、
寒
菜
は
一
畦
あ
り
。
風

騒
騒
と
し
て
樹
急
に
、
天
慘
慘
と
し
て
雲
低た

る
。
空
倉
に
聚
ま
り
て
雀
は
噪

⑯
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ぎ
、
懶
婦
に
驚
き
て
蟬
は
嘶な

く
。）

　

⑦
で
は
、
北
と
南
と
の
気
候
が
異
な
る
こ
と
、
自
ら
の
性
質
（
徳

性
）
と
ち
ぐ
は
ぐ
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
。
第
二
段
で
は
逃
れ
が
た

い
不
快
と
共
に
、
自
身
の
内
部
の
愁
い
に
も
意
識
が
向
け
ら
れ
る
。

心
労
の
た
め
寿
命
を
縮
め
病
と
な
っ
た
崔
駰
・
呉
質
に
自
ら
を
な
ぞ

ら
え
、
小
園
内
部
に
い
る
不
気
味
な
存
在
（「
宅
神
」「
山
精
」）
を
描

く
。
故
郷
へ
の
思
い
や
二
君
へ
仕
え
る
こ
と
の
嘆
き
（
莊
舄
之
吟
、

魏
顆
之
命
）
が
描
か
れ
た
後
、
⑧
か
ら
は
暮
ら
し
ぶ
り
の
描
写
へ
と

う
つ
る
。
み
す
ぼ
ら
し
い
妻
子
、
乏
し
い
食
物
、
陰
鬱
な
天
気
、
騒

が
し
い
小
動
物
。
こ
こ
で
は
隠
逸
の
住
ま
い
は
、
ひ
た
す
ら
不
吉
で

暗
く
、
貧
し
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

⑨
昔
草
濫
於
吹
嘘
、
籍
文
言
之
慶
餘
。
門
有
通
德
、
家
承
賜
書
。

或
陪
玄
武
之
觀
、
時
參
鳯
皇
之
墟
。
觀
受
釐
於
宣
室
、
賦
垂
楊
於
直

廬
。
／
⑩
遂
乃
山
崩
川
竭
、
冰
碎
瓦
裂
。
大
盜
濳
移
、
長
離
永
滅
。

摧
直
轡
於
三
危
、
碎
平
途
於
九
折
。
荊
軻
有
寒
水
之
悲
、
蘇
武
有
秋

風
之
別
。
關
山
則
風
月
悽
愴
、
隴
水
則
肝
腸
斷
絕
。
龜
言
此
地
之
寒
、

鶴
訝
今
年
之
雪
。
／
⑪
百
齡
兮
倐
忽
、
光
華
兮
已
晚
。
不
雪
鴈
門
之

踦
、
先
念
鴻
陸
之
遠
。
非
淮
海
兮
可
變
、
非
金
丹
兮
能
轉
。
不
暴
骨

兮
龍
門
、
終
低
頭
兮
馬
坂
。
諒
天
造
兮
昧
昧
、
嗟
生
民
兮
渾
渾
。

（
⑨
昔
吹
嘘
に
草
濫
な
る
は
、
文
言
の
慶
余
を
籍か

る
。
門
に
通
德
有
り
、
家

に
賜
書
を
承
く
。
或
い
は
玄
武
の
觀
に
陪
し
、
時
に
鳯
皇
の
墟
に
參
す
。
受じ
ゆ

釐き

を
宣
室
に
觀
、
垂す
い

楊よ
う

を
直
廬
に
賦
す
。
／
⑩
遂
に
乃
ち
山
崩
れ
川
竭つ

き
、

冰
碎
け
瓦
裂
く
。
大
盜
は
濳
移
し
、
長
く
離
れ
永
く
滅
ぶ
。
直ち
よ
く

轡ひ

を
三
危

に
摧く
だ

か
れ
、
平
途
を
九
折
に
砕
か
る
。
荊け
い

軻か

に
寒
水
の
悲
し
み
有
り
、
蘇そ

武ぶ

に
秋
風
の
別
れ
有
り
。
關
山
は
則
ち
風
月
悽
愴
た
り
、
隴
水
は
則
ち
肝
腸
斷

絕
す
。
龜
は
此
の
地
の
寒
き
を
言
い
、
鶴
は
今
年
の
雪
を
訝
る
。
／
⑪
百
齡

は
倐し
ゆ
く

忽こ
つ

と
し
て
、
光
華
は
已
に
晚く

る
。
鴈
門
の
踦き

を
雪す
す

が
ず
、
先
ず
鴻
陸

の
遠
き
を
念
ず
。
淮
海
の
變
ず
べ
き
に
非
ず
、
金
丹
の
能
く
轉
ず
る
に
非
ず
。

骨
を
龍
門
に
暴さ
ら

さ
ず
、
終
に
頭こ
う
べ

を
馬
坂
に
低た

る
。
諒ま
こ
と

に
天
造
の
昧
昧
た
る
、

嗟あ

あ
生
民
の
渾
渾
た
る
。）

　

第
三
段
、
描
写
は
「
小
園
」
か
ら
離
れ
、
自
ら
の
過
去
の
栄
光
、

王
朝
が
滅
び
た
衝
撃
と
悲
嘆
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
。
過
去
の
栄
光
を
い

う
「
吹
嘘
」「
賦
垂
楊
（
長
楊
）」
や
王
朝
の
崩
壊
を
い
う
「
山
崩
川

⑰
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竭
」（
山
川
崩
竭
）
は
庾
信
の
他
の
作
品
に
も
用
い
ら
れ
る
表
現
。
⑩

で
亀
や
鶴
が
寒
さ
や
雪
を
訝
る
と
い
う
の
は
、
第
二
段
⑦
に
あ
る

「
南
北
の
気
候
の
違
い
」
を
受
け
た
も
の
で
、
寒
冷
な
こ
の
地
に
な

じ
め
ぬ
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
る
。
賦
の
末
尾
で
は
故
郷
へ
帰
れ
な
い

こ
と
を
嘆
き
、
簡
単
に
は
変
わ
っ
て
ゆ
け
な
い
自
身
を
い
う
。
王
朝

に
殉
じ
る
こ
と
な
く
頭
を
垂
れ
て
屈
辱
に
耐
え
る
現
状
を
悲
嘆
し
、

そ
の
嘆
き
は
天
や
生
民
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
。
賦
は
全
体
と
し
て
四

言
句
・
六
言
句
を
基
調
と
し
、
時
折
五
言
七
言
を
交
え
て
構
成
さ
れ

て
お
り
、
末
尾
の
第
十
一
節
で
は
「
兮
」
字
句
を
畳
み
か
け
る
よ
う

に
用
い
て
悲
嘆
を
表
現
し
て
い
る
。

　

賦
の
全
体
を
概
観
し
た
。
小
園
は
苦
境
の
中
で
つ
く
ら
れ
た
小
さ

な
避
難
場
所
で
あ
り
、
逃
れ
ら
れ
な
い
現
状
へ
の
嘆
き
が
こ
の
小
空

間
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
園
は
け
し
て
居
心
地
良
く
豊
か

な
も
の
で
は
な
く
、
貧
し
く
荒
れ
果
て
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。

序
文
で
「
避
難
場
所
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
小
園
は
、
内
部
の
描
写

が
進
む
に
つ
れ
不
穏
さ
を
増
し
、
結
局
は
作
者
を
苛
む
も
の
と
な
っ

て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
作
品
の
後
半
、
第
三
段
で
は
自
身
の
経
歴
や

王
朝
の
滅
亡
を
描
き
、「
小
園
」
か
ら
離
れ
た
ま
ま
で
作
品
は
閉
じ

ら
れ
る
。
や
や
唐
突
に
語
り
始
め
ら
れ
る
自
己
の
経
歴
と
王
朝
滅
亡

の
悲
嘆
か
ら
は
、
現
実
世
界
の
苦
し
み
が
小
園
に
亀
裂
を
与
え
、
侵

食
し
、
飲
み
込
ん
で
い
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
北
朝
へ

移
っ
て
間
も
な
い
時
期
の
作
品
と
さ
れ
る
「
小
園
賦
」
だ
が
、
執
筆

の
際
に
庾
信
が
置
か
れ
た
特
殊
な
状
況
は
、
こ
の
よ
う
な
作
品
の
断

絶
と
結
末
に
つ
い
て
、
読
者
に
様
々
な
想
像
を
抱
か
せ
る
に
足
る
。

序
文
と
本
文
に
繰
り
返
さ
れ
る
自
由
を
求
め
る
鳥
と
魚
の
故
事
は
、

語
り
得
ぬ
も
の
が
作
品
の
背
後
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ

さ
せ
る
。

　

清
の
倪
璠
は
序
文
の
注
で
「
小
園
賦
者
、
傷
其
屈
體
魏
・
周
、
願

爲
隱
居
而
不
可
得
也
。
其
文
既
異
潘
岳
之
閑
居
、
亦
非
仲
長
之
樂
志
、

以
郷
關
之
思
、
發
爲
哀
怨
之
辭
者
也
。（
小
園
賦
は
、
其
の
體
を
魏
・

周
に
屈
す
る
を
傷
み
、
隱
居
を
爲
す
を
願
う
も
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
其
の

文　

既
に
潘
岳
の
閑
居
に
異
な
り
、
亦
た
仲
長
の
樂
志
に
非
ず
、
郷
關
の
思

い
を
以
て
、
發
し
て
哀
怨
の
辭
を
爲
る
者
な
り
。）」
と
評
す
る
。
倪
璠
が

指
摘
す
る
「
北
朝
に
身
を
屈
す
る
悲
し
み
」「
隠
逸
が
遂
げ
ら
れ
ぬ

悲
し
み
」
そ
し
て
「
望
郷
の
思
い
」
も
ま
た
、
こ
の
作
品
の
重
要
な

⑱

⑲
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テ
ー
マ
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
庾
信
の
「
小
園
」
は
、
単
純
な
隠

逸
願
望
を
描
く
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
複
雑
な
思
い
が
絡
み
合

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
倪
璠
が
こ
こ
で
潘
岳
「
閑
居
賦
」
や
仲
長
統
「
楽
志

論
」
を
挙
げ
る
の
は
、
隠
逸
の
「
場
」
を
描
写
を
連
ね
て
構
築
せ
ん

と
す
る
点
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
と
「
小
園
賦
」
と
に
共
通
す
る
面
を

見
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
「
小
園
」
は
、「
閑
居
」
や
「
志

を
楽
し
ま
し
む
」
る
「
場
」
と
異
な
る
性
質
を
も
つ
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
中
で
明
ら
か
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
。

二　

小 

園 

の 

隠 

逸

（
1
）
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら

　

以
下
で
は
、
い
く
つ
か
の
側
面
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
、
先
行
す
る

隠
逸
文
学
と
も
比
較
し
つ
つ
「
小
園
」
の
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。

　

自
由
を
奪
わ
れ
た
鳥
や
魚
（
黄
鶴
・
爰
居
）
が
、
作
者
の
投
影
と

し
て
作
品
中
に
繰
り
返
し
表
れ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。
こ
の
う

ち
、「
鳥
何
事
而
逐
酒
、
魚
何
情
而
聽
琴
（
鳥
何
事
ぞ
酒
を
逐
わ
ん
、

魚
何
の
情
あ
り
て
か
琴
を
聴
か
ん
）」（
第
一
段
⑥
）
の
句
に
つ
い
て
、
清

の
倪
璠
は
『
荘
子
』
至
樂
の
以
下
の
文
章
を
引
用
す
る
。

　

昔
者
海
鳥
止
於
魯
郊
。
魯
侯
御
而
觴
之
于
廟
、
奏
九
韶
以
為
樂
、

具
太
牢
以
為
膳
。
鳥
乃
眩
視
憂
悲
、
不
敢
食
一
臠
、
不
敢
飲
一
杯
、

三
日
而
死
。（
昔む
か
し者
海
鳥
魯
の
郊
に
止
ま
る
。
魯
侯
御む
か

え
て
之
を
廟
に
觴
し
、

九
韶
を
奏
で
て
以
て
樂
と
爲
し
、
太
牢
を
具
え
て
以
て
膳
と
爲
す
。
鳥
乃
ち

眩
視
憂
悲
し
、
敢
え
て
一
臠れ
ん

を
食
わ
ず
、
敢
え
て
一
杯
を
飲
ま
ず
。
三
日
に

し
て
死
す
。）

続
け
て
倪
璠
は
、

喩
己
宜
如
飛
鳥
棲
深
林
、
當
若
遊
魚
潛
重
淵
。
今
乃
失
其
故
性
、
非

所
樂
也
。（
己
の
宜
し
く
飛
鳥
の
深
林
に
棲
む
が
如
か
る
べ
く
、
當
に
遊
魚

の
重
淵
に
潛
む
が
若
か
る
べ
き
を
喩
う
。
今
乃
ち
其
の
故
性
を
失
う
は
、
樂

し
む
所
に
非
ざ
る
な
り
。）

と
説
明
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
故
性
」（
生
ま
れ
つ
き
備
わ
る
性
質
）

の
回
復
を
求
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
生
来
備
わ
っ
た
性
質
に
従
う
こ

㉑
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と
こ
そ
、
六
朝
隠
逸
文
学
、
そ
れ
も
隠
逸
の
「
場
」
を
描
く
文
学
が

重
視
し
て
き
た
主
張
と
い
っ
て
よ
い
。

　

陶
淵
明
は
田
園
に
帰
っ
て
「
久
在
樊
籠
裏
、
復
得
返
自
然
（
久
し

く
樊
籠
の
裏
に
在
る
も
、
復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り
）」（「
園
田
の
居
に

帰
る　

五
首
」
其
一
）
と
詠
い
、
潘
岳
は
「
閑
居
賦
」
で
「
拙
」
な
る

自
身
の
本
性
に
従
っ
て
閑
居
に
赴
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
謝
霊
運

「
山
居
賦
」
序
文
で
は
山
居
に
い
る
こ
と
が
「
性
情
に
順
従
」
な
る

こ
と
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
ま
た
沈
約
「
郊
居
賦
」
は
そ
の
冒
頭
で
、

　

惟
至
人
之
非
己
、
固
物
我
而
兼
忘
。
自
中
智
以
下
洎
、
咸
得
性
以

爲
場
。
獸
因
窟
而
獲
騁
、
鳥
先
巢
而
後
翔
。
陳
巷
窮
而
業
泰
、
嬰
居

湫
而
德
昌
。
僑
棲
仁
於
東
里
、
鳳
晦
跡
於
西
堂
。
伊
吾
人
之
褊
志
、

無
經
世
之
大
方
。
思
依
林
而
羽
戢
、
願
託
水
而
鱗
藏
…
…
（
惟
だ
至

人
の
己
に
非
ざ
る
の
み
、
固
よ
り
物
我
兼
ね
て
忘
る
。
中
智
自
り
下
洎
を
以

て
、
咸
な
性
を
得
て
以
て
場
と
為
す
。
獣　

窟
に
因
り
て
騁
を
獲
、
鳥　

巣

を
先
に
し
て
後
翔
ぶ
。
陳ち
ん　

巷
窮
ま
り
て
業
泰
ら
か
に
、
嬰え
い　

居
湫
に
し
て

徳
昌
ん
な
り
。
僑き
ょ
う　

仁
を
東
里
に
棲
ま
せ
、
鳳ほ
う　

跡
を
西
堂
に
晦
す
。
伊

れ
吾
人
の
褊
志
、
経
世
の
大
方
無
し
。
林
に
依
り
て
羽
戢お
さ

む
を
思
い
、
水
に

託
し
て
鱗
蔵
る
る
を
願
う
…
…
）

凡
人
を
超
越
し
た
「
至
人
」
の
無
私
の
み
物
と
我
と
を
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。「
中
智
」
以
下
の
凡
人
は
、
性
に
そ
ぐ
う
場
所
を
得
て

す
み
か
と
す
る
（
咸
な
性
を
得
て
以
て
場
と
為
す
）、
と
述
べ
、
鳥
獣
か

ら
始
ま
り
陳
平
・
晏
嬰
・
子
産
・
高
鳳
の
住
ま
い
を
列
挙
す
る
。

　

「
小
園
賦
」
を
見
る
と
、「
粗
末
で
狭
小
な
場
所
で
も
生
き
て
い

く
の
は
十
分
だ
」「
手
厚
い
も
て
な
し
は
望
む
所
で
は
な
い
」
な
ど

の
主
張
が
読
み
取
れ
は
す
る
が
、「
自
ら
の
性
情
に
従
う
」
生
き
方

に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
庾
信
の
逃

避
場
所
で
あ
っ
た
「
小
園
」
が
、
自
己
を
解
放
で
き
る
よ
う
な
隠
逸

の
場
た
り
え
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。「
小
園
」
は
、
隠
逸
の
住
ま

い
を
言
葉
を
連
ね
て
構
築
す
る
点
で
は
「
居
」
を
描
く
賦
の
系
譜
に

連
な
る
が
、
一
方
で
そ
の
住
ま
い
の
内
実
を
見
る
と
、
自
得
の
隠
逸

と
は
異
質
な
場
を
描
い
て
い
る
の
だ
。

　

一
方
で
興
味
深
い
の
は
、「
小
園
」
の
中
に
も
自
由
に
生
き
る
生

き
物
の
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
も
象
徴
的
な
存
在

で
あ
る
鳥
と
魚
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
意
に
沿
わ
ぬ
現

㉒

㉓
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状
を
嘆
く
自
己
の
投
影
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
し
か
し
そ
の

他
の
描
写
、
例
え
ば
第
一
段
②
「
蟬
は
翳
有
る
も
驚
か
ず
、
雉
は
羅

無
け
れ
ば
何
ぞ
懼
れ
ん
」、
③
「
藏
貍
窟
を
並
べ
、
乳
鵲
は
巣
を
重

ぬ
」、
④
「
鳥
は
閑
暇
多
く
、
花
は
四
時
に
随
う
」
な
ど
は
、
小
園

の
中
で
の
び
の
び
と
過
ご
す
生
き
物
の
さ
ま
を
描
写
す
る
。
特
に
③

「
藏
貍
～
」
は
『
淮
南
子
』
斉
俗
訓
「
夫
飛
鳥
主
巢
、
狐
貍
主
穴
。

巢
者
巢
成
而
得
棲
焉
、
穴
者
穴
成
而
得
宿
焉
（
夫
れ
飛
鳥
は
巣
を
主
と

し
、
狐
貍
は
穴
を
主
と
す
。
巢
は
巢
成
り
て
棲
を
得
、
穴
は
穴
成
り
て
宿
る

を
得
）」
を
意
識
し
た
も
の
で
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
沈
約
「
郊
居

賦
」
に
も
同
様
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
動
物
た
ち
の
本
性
に
従
っ
た

生
き
方
を
描
く
の
は
、「
隠
逸
の
住
ま
い
」
を
描
く
常
套
的
な
表
現

と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
「
小
園
賦
」
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
生
き
物

は
、「
郊
居
賦
」
と
は
異
な
り
、
自
身
を
重
ね
る
た
め
に
描
か
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。「
小
園
」
の
主
人
は
、
こ
れ
ら
の
動
植
物
を
傍
ら

に
し
て
「
心
は
則
ち
歴
陵
の
枯
木
、
髪
は
則
ち
睢す

い

陽よ
う

の
乱
絲
。
夏
日

に
非
ざ
る
も
畏
る
る
べ
く
、
秋
天
に
異
な
る
も
悲
し
む
べ
し
。」

（
④
）
と
悲
嘆
に
暮
れ
る
。「
小
園
」
の
生
き
物
た
ち
の
あ
り
さ
ま

は
、
憂
い
や
苦
し
み
に
苛
ま
れ
る
作
者
の
悲
哀
を
、
か
え
っ
て
浮
き

彫
り
に
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
第
二
段
冒
頭
⑦
、
南
朝
と
異
な
る
気
候
風
土
へ
の
違
和
感

へ
の
言
及
は
、
異
土
の
気
候
に
な
じ
め
ぬ
苦
し
み
を
い
う
が
、
隠
逸

文
学
と
い
う
観
点
で
見
る
と
、
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
つ
。「
季
節

の
巡
り
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
」「
時
季
に
応
じ
て
物
事
が
行
わ
れ

る
こ
と
」
は
、
自
適
の
隠
逸
を
安
定
さ
せ
る
必
須
の
条
件
と
い
っ
て

良
い
。
例
え
ば
陶
淵
明
「
帰
去
来
兮
辞
」
に
「
木
欣
欣
以
向
榮
、
泉

涓
涓
而
始
流
。
善
萬
物
之
得
時
、
感
吾
生
之
行
休
（
木
は
欣
欣
と
し

て
以
て
栄
に
向
か
い
、
泉
は
涓
涓
と
し
て
始
め
て
流
る
。
万
物
の
時
を
得
る

を
善
み
し
、
吾
が
生
の
行
く
ゆ
く
休
ま
ん
と
す
る
に
感
ず
）」
と
い
う
の
は
、

安
定
し
た
季
節
の
巡
り
と
自
然
の
変
化
を
享
受
す
る
中
で
自
身
の
生

に
思
い
を
馳
せ
る
も
の
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
遡
っ
て
潘
岳
「
閑
居

賦
」
が
、「
若
乃
背
冬
涉
春
、
陰
謝
陽
施
（
若
し
乃
ち
冬
に
背
き
春
に

渉
り
、
陰　

謝
し
陽　

施
す
）」、「
於
是
凛
秋
暑
退
、
煕
春
寒
往
（
是
に

於
て
凛
秋
に
暑
さ
退
き
、
煕
春
に
寒
さ
往
く
）」
と
季
節
の
巡
り
を
い
い

な
が
ら
祭
祀
や
宴
遊
を
綴
る
の
は
、
暦
が
正
し
く
巡
っ
て
い
る
こ
と

を
強
調
す
る
こ
と
で
、
閑
居
の
「
正
し
さ
」
を
も
強
調
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
隠
逸
文
学
の
文
脈
を
ふ
ま
え
る
と
、「
小
園
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賦
」
の
外
界
の
気
候
と
自
身
が
ち
ぐ
は
ぐ
で
あ
る
と
い
う
表
現
は
、

よ
り
根
本
的
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
い
え
る
。「
正
し
い
場
所
に

い
な
い
」
こ
と
へ
の
嘆
き
は
、
隠
逸
の
住
ま
い
の
表
現
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。「
小
園
賦
」
が
時
に
定
型
的
な
隠
逸
暮
ら
し
を
描
き

な
が
ら
も
（
第
一
段
⑥
）、
ど
こ
か
ち
ぐ
は
ぐ
で
不
安
定
な
印
象
が
ぬ

ぐ
え
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
気
候
に
対
す
る
違
和
感
、
ひ
い
て
は

自
ら
が
い
る
場
所
へ
の
違
和
感
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。（

2
）�「
隠
逸
の
場
」
を
支
え
る
も
の

─
─
「
居
」
賦
と
の
比
較
か
ら

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
も
「
隠
逸
の
場
」
を
描
く
先
行
作
品
に
度
々
言

及
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
「
場
」
を
描
く
作
品
の
中
で
も
、
潘
岳

「
閑
居
賦
」・
謝
霊
運
「
山
居
賦
」・
沈
約
「
郊
居
賦
」
は
「
居
」
を

描
く
文
学
と
し
て
一
つ
の
系
譜
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
で
は
、
隠
逸
の
場
を
定
め
る
こ
と
、「
定
位
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、
こ
れ
ら
「
居
」
を
描
く
賦
と
「
小
園
賦
」
と
を
比
較
し
、

そ
の
性
質
に
つ
い
て
さ
ら
に
論
じ
た
い
。

　

と
は
い
え
ま
ず
確
認
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
居
」
と
「
小

園
」
の
大
き
な
違
い
で
あ
ろ
う
。「
小
園
」
は
既
に
確
認
し
た
よ
う

に
、
外
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
、
閉
ざ
さ
れ
た
小
さ
な
空
間
で
あ
り
、
一

方
の
「
居
」
は
、
動
植
物
の
羅
列
や
各
方
位
を
網
羅
的
に
描
く
表
現

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
拡
張
す
る
傾
向
を
持
っ
た
広
大
な
生
活
の
場

で
あ
る
。
右
に
挙
げ
た
作
品
の
う
ち
、「
閑
居
賦
」
は
八
十
二
句
と

短
い
も
の
の
、「
山
居
賦
」
は
七
百
句
以
上
（
佚
文
有
り
）、「
郊
居

賦
」
は
四
五
二
句
、
一
方
の
「
小
園
賦
」
は
一
三
六
句
と
、
作
品
の

規
模
も
そ
の
傾
向
を
裏
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
居
」
が
基
本
的

に
は
隠
逸
生
活
の
快
適
さ
や
充
実
を
示
す
の
と
比
べ
る
と
、
自
然
に

圧
倒
さ
れ
た
わ
び
し
く
貧
し
い
住
ま
い
で
あ
る
「
小
園
」
に
は
異
質

な
部
分
も
多
く
、
単
純
な
比
較
を
す
る
こ
と
は
確
か
に
難
し
い
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
描
写
を
連
ね
て
隠
逸
空
間
を
構
築
せ
ん
と

す
る
点
に
お
い
て
両
者
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
倪
璠
が
「
閑
居

賦
」
と
「
小
園
賦
」
を
並
べ
て
挙
げ
た
よ
う
に
、
具
体
的
な
記
述
を

も
っ
て
隠
逸
空
間
を
描
く
点
に
お
い
て
、「
小
園
」
は
「
居
」
賦
の

流
れ
を
確
か
に
継
承
し
て
い
る
。
さ
ら
に
作
品
の
細
部
に
目
を
移
す

と
、
農
作
業
の
描
写
や
家
族
と
の
暮
ら
し
を
賦
の
描
写
に
取
り
入
れ
、
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ま
た
潘
岳
「
閑
居
賦
」
を
意
識
し
た
表
現
を
用
い
る
な
ど
、
庾
信
が

先
行
作
品
を
意
識
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
だ
。
以
下
で
は
、「
居
」

の
文
学
と
対
比
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
「
小
園
」
独
自
の
あ
り
方

と
、
こ
れ
ら
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
中
国
文
学
に
お
け
る
「
隠
逸
」
の

あ
り
か
た
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
「
居
」
賦
の
先
行
研
究
と
し
て
、
齋
藤
希
史
「〈
居
〉

の
文
学
─
六
朝
山
水
／
隠
逸
文
学
へ
の
一
視
座
」「
謝
霊
運
の
山
居

─
〈
居
〉
の
文
学
（
二
）」
が
あ
る
。
齋
藤
氏
は
、
潘
岳
「
閑
居

賦
」
を
〈
居
〉
─
す
な
わ
ち
隠
逸
の
文
学
的
ト
ポ
ス
─
の
系
譜
の
始

ま
り
に
お
か
れ
る
重
要
な
作
品
と
位
置
づ
け
る
。
本
論
の
内
容
と
も

関
わ
る
た
め
、
ま
ず
は
「
閑
居
賦
」
の
内
容
と
斎
藤
氏
の
研
究
と
を

確
認
し
て
お
こ
う
。

　

「
閑
居
賦
」
序
文
で
は
隠
逸
へ
至
る
経
緯
が
語
ら
れ
る
。
自
身
は

「
功
を
立
て
事
を
立
て
当
年
の
用
を
効
す
」
こ
と
を
望
ん
だ
が
、

「
拙
」
な
る
が
故
に
不
遇
に
甘
ん
じ
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
ま

た
こ
れ
ま
で
の
官
歴
が
細
か
に
た
ど
ら
れ
る
。
そ
こ
で
「
止
足
の
分

を
観
、
浮
雲
の
志
を
庶
（
こ
い
ね
が
）」
い
、
自
ら
の
本
性
に
従
っ
て

隠
逸
を
選
ん
だ
、
と
い
う
。

　

序
文
に
続
く
本
文
で
は
ま
ず
、「
居
」
の
お
か
れ
た
位
置
が
語
ら

れ
る
。「
京
に
陪
し
伊
に
泝む

か
い
、
郊
に
面
し
市
を
後
ろ
に
」
し
、

西
と
東
に
は
天
子
の
偉
容
を
示
す
軍
隊
と
学
校
を
望
む
。
続
い
て
天

子
の
祭
祀
の
華
麗
さ
、
教
学
の
威
光
が
う
た
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
閑

居
の
描
写
に
移
り
、
豊
富
な
果
樹
や
作
物
が
列
挙
さ
れ
、「
閑
居
」

の
物
質
的
豊
か
さ
が
示
さ
れ
る
。
続
い
て
一
族
の
行
楽
と
団
欒
の
様

子
が
描
か
れ
る
。
最
後
に
再
び
自
身
が
「
用
薄
く
才
劣
る
」
事
を
確

認
し
、「
終
に
優
遊
し
て
以
て
拙
を
養
わ
ん
」
と
決
意
が
語
ら
れ
、

賦
は
終
わ
る
。

　

齋
藤
氏
は
「〈
居
〉
の
文
学
」
の
中
で
、「
閑
居
賦
」
の
隠
逸
は

「
各
お
の
が
そ
の
本
性
に
隨
」（
82
頁
）
う
こ
と
で
遂
げ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
賢
人
失
志
」
の
隠

逸
と
異
な
り
、
太
平
の
世
に
お
け
る
「
拙
」
な
る
者
の
自
得
の
隠
逸
、

快
適
さ
や
豊
か
さ
と
具
体
性
を
獲
得
し
た
隠
逸
空
間
を
描
き
出
し
た

点
で
、「
閑
居
賦
」
は
画
期
的
な
意
味
を
持
つ
と
す
る
。「
拙
き
も
の

の
自
得
の
場
と
し
て
の
〈
居
〉」
は
、
続
く
陶
淵
明
・
謝
霊
運
の
時

代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
（
84
頁
）。
こ
の
よ
う
な
自
得
の
隠
居

は
「
春
」
と
い
う
季
節
を
媒
介
に
し
て
確
立
さ
れ
て
き
た
。『
楚

㉖
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辞
』
系
の
文
学
が
「
悲
秋
」
を
描
く
の
に
対
し
、
春
と
い
う
季
節
は

「
よ
り
古
代

0

0

的
も
し
く
は
農
村

0

0

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
、
言
わ
ば
、

都
市

0

0

に
お
い
て
当
代

0

0

の
政
治
に
携
わ
る
士
大
夫
に
と
っ
て
、
そ
の
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
の
対
象
た
る
楽
園
表
象
と
し
て
十
分
な
資
格
を
備
え
て

い
る
」（
87
頁
）。
陶
淵
明
「
帰
去
来
の
辞
」
が
「
農
」
と
「
春
」
を

つ
な
い
で
提
示
す
る
の
も
そ
の
故
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
隠
逸
文

学
の
源
流
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
重
要
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。「
小

園
賦
」
で
断
片
的
に
描
か
れ
る
隠
逸
生
活
も
、
や
は
り
春
を
舞
台
と

し
て
い
た
（
第
一
段
⑥
）。

　

「
閑
居
賦
」
の
あ
と
に
「
居
」
を
描
く
文
学
と
し
て
作
ら
れ
た
の

が
、
謝
霊
運
「
山
居
賦
」
で
あ
る
。
謝
霊
運
は
永
初
三
年
（
四
二

二
）
に
建
康
を
出
て
永
嘉
太
守
と
し
て
赴
任
し
、
そ
の
後
景
平
元
年

（
四
二
三
）、
故
郷
の
会
稽
始
寧
県
に
隠
居
し
た
。「
山
居
賦
」
は
そ

れ
以
降
の
作
品
と
さ
れ
る
。
七
百
数
十
句
か
ら
な
る
、「「
京
都
賦
」

へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
」
と
指
摘
さ
れ
る
堂
々
た
る
大
作
で
あ
る
。

　

「
山
居
賦
」
序
文
で
は
賦
を
作
っ
た
動
機
が
示
さ
れ
る
。「
閑
居

賦
」
と
は
異
な
り
、
自
ら
の
官
歴
に
は
一
切
触
れ
ず
、
古
来
の
隠
逸

の
型
を
提
示
し
た
上
で
、「
抱
疾
就
閑
、
順
從
性
情
。
敢
率
所
樂
、

而
以
作
賦
（
病
を
抱
い
て
閑
に
就
き
、
性
情
に
順
従
し
、
敢
え
て
楽
し
む

所
に
率し
た
が

い
、
而
し
て
以
て
賦
を
作
る
）」
と
創
作
の
動
機
が
簡
単
に
述

べ
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
賦
作
に
関
し
て
は
、「
今
所
賦
既
非
京
都
宮

觀
遊
獵
聲
色
之
盛
、
而
敘
山
野
草
木
水
石
穀
稼
之
事
（
今
賦
す
る
所

は
既
に
京
都
宮
観
遊
猟
声
色
の
盛
ん
な
る
に
非
ず
し
て
、
山
野
草
木
水
石
穀

稼
の
事
を
叙
ぶ
）」
と
い
う
。
謝
霊
運
自
身
は
違
い
を
強
調
す
る
が
、

賦
の
表
現
方
法
が
京
都
の
賦
に
な
ら
っ
て
い
る
の
は
、
作
品
を
一
瞥

す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

　

齋
藤
氏
の
「
謝
霊
運
の
山
居
」
で
は
序
文
で
の
こ
れ
ら
の
記
述
に

注
目
し
、「
閑
居
賦
」
か
ら
「
山
居
賦
」
へ
の
明
確
な
転
換
を
指
摘

す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
閑
居
賦
」
は
空
間
を
詠
う
文
学
と
し
て

京
都
賦
と
の
類
似
性
を
も
ち
、「
山
居
賦
」
も
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い

る
。
し
か
し
、「「
閑
居
賦
」
が
そ
の
半
ば
近
く
を
費
や
し
て
京
都
の

盛
ん
な
さ
ま
を
描
き
天
子
の
徳
を
称
え
た
の
に
対
し
、「
山
居
賦
」

は
終
始
自
ら
の
〈
居
〉
の
み
を
描
写
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
…
…

そ
の
〔
筆
者
補
：「
閑
居
賦
」
の
〕〈
居
〉
が
そ
れ
自
身
の
価
値
は
持

ち
つ
つ
も
、
や
は
り
〈
世
〉
の
う
ち
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
に

対
し
、「
山
居
賦
」
は
す
で
に
〈
世
〉
な
く
し
て
〈
居
〉
を
成
立
さ

㉗

㉘
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せ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
37
頁
）。
す
な
わ
ち
、「
閑
居
賦
」
か
ら

「
山
居
賦
」
へ
至
る
過
程
は
、「
居
」
が
「〈
世
〉
＝
天
子
を
中
心
と

す
る
秩
序
だ
っ
た
世
界
」
か
ら
独
立
し
、
そ
れ
自
身
の
み
に
よ
る
価

値
を
獲
得
し
て
い
っ
た
過
程
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
齋
藤
氏
は

こ
れ
を
、「「
国
家
的
秩
序
」
を
う
た
う
文
学
（
筆
者
注
：
京
都
賦
を
指

す
）
に
対
す
る
「
私
的
秩
序
」
を
う
た
う
文
学
の
宣
言
」（「〈
居
〉
の

文
学
」
86

－

87
頁
）
と
指
摘
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
は
、「
居
」
が
い
か
に
し
て
隠
逸
の
場
と
し
て
の

独
立
性
を
獲
得
し
て
い
っ
た
か
、
す
な
わ
ち
六
朝
の
士
大
夫
が
い
か

に
文
学
の
世
界
で
「
私
」
の
世
界
を
確
立
し
て
い
っ
た
か
を
考
え
る

際
に
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
こ
の
指
摘
を
受
け
て
さ
ら
に
付
言
す

る
と
、「
閑
居
賦
」
で
は
自
身
の
官
歴
を
縷
々
述
べ
て
「
拙
」
な
る

自
己
の
証
明
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
隠
逸
へ
の
経
緯
を
示
し
て
い
た

の
に
対
し
、「
山
居
賦
」
で
は
自
己
の
経
歴
に
全
く
触
れ
な
い
。「
山

居
」
に
お
い
て
は
、
官
界
で
の
経
緯
を
語
ら
ず
と
も
「
隠
逸
」
の
世

界
に
入
っ
て
い
け
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
「
居
」
の
独
立
性
の
一
つ

の
表
れ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
続
く
時
代
の
沈

約
「
郊
居
賦
」
を
見
る
と
、「
居
」
に
対
置
さ
れ
る
「
天
子
が
治
め

る
世
の
安
定
や
秩
序
（〈
世
〉）」
に
は
全
く
言
及
し
て
お
ら
ず
、
こ

こ
で
も
「
山
居
賦
」
と
同
様
に
「
居
」
が
〈
世
〉
の
支
え
無
し
で
独

立
し
て
存
在
し
得
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
隠
逸
の
「
居
」
が
、
何
の
支
え
も

無
く
存
在
し
得
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
以
下
、
潘
岳

「
閑
居
賦
」
に
は
描
か
れ
ず
、「
山
居
賦
」「
郊
居
賦
」
に
見
ら
れ
る

新
た
な
要
素
か
ら
そ
れ
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　

「
山
居
賦
」
冒
頭
の
自
注
で
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

　

余
祖
車
騎
建
大
功
淮
・
肥
、
江
左
得
免
橫
流
之
禍
。
後
及
太
傅
既

薨
、
遠
圖
既
輟
。
於
是
便
求
解
駕
東
歸
、
以
避
君
側
之
亂
。
廢
興
隱

顯
、
當
是
賢
達
之
心
。
故
選
神
麗
之
所
、
以
申
高
棲
之
意
。
經
始
山

川
、
實
基
於
此
。（
余
が
祖
車
騎　

大
功
を
淮
・
肥
に
建
て
、
江
左　

橫

流
の
禍
を
免
る
る
を
得
た
り
。
後
に
太
傅　

既
に
薨
ず
る
に
及
び
、
遠
圖
既

に
輟
む
。
是
に
於
て
便
ち
駕
を
解
き
て
東
に
歸
る
を
求
め
、
以
て
君
側
の
亂

を
避
く
。
廢
興
隱
顯
は
、
當
に
是
れ
賢
達
の
心
な
る
べ
し
。
故
に
神
麗
の
所

を
選
び
、
以
て
高
棲
の
意
を
申
ぶ
。
山
川
を
經
始
す
る
は
、
實
に
此
に
基
い

す
。）
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祖
父
で
あ
る
車
騎
将
軍
謝
玄
の
功
績
と
そ
の
後
の
隠
逸
に
つ
い
て
述

べ
、「
居
」
を
構
え
る
場
所
の
そ
も
そ
も
の
由
来
を
記
す
。「
謝
霊
運

の
山
居
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
山
居
」
は
「
山
川
を
經
始
す
る
」、

す
な
わ
ち
「
人
の
手
の
入
っ
て
い
な
か
っ
た
山
川
に
手
を
加
え
て
新

た
な
世
界
を
作
る
」（
40
頁
）
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
作
品
は

続
い
て
、
自
ら
の
隠
居
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

　

仰
前
哲
之
遺
訓
、
俯
性
情
之
所
便
。
奉
微
軀
以
宴
息
、
保
自
事
以

乘
閑
。
愧
班
生
之
夙
悟
、
慚
尚
子
之
晩
研
…
…
（
前
哲
の
遺
訓
を
仰
ぎ
、

性
情
の
便
と
す
る
所
を
俯
す
。
微
軀
を
奉
じ
て
以
て
宴
息
し
、
自
ら
事
う
る

を
保
ち
て
以
て
閑
に
乘
ず
。
班
生
の
夙
に
悟
る
に
愧
じ
、
尚
子
の
晩
く
研
む

る
に
慚
ず
…
…
）

　

自
注
に
は
、「
謂
經
始
此
山
、
遺
訓
於
後
也
。
性
情
各
有
所
便
。

山
居
是
其
宜
也
（
此
の
山
を
經
始
す
る
は
、
訓
え
を
後
に
遺
す
を
謂
う
な

り
。
性
情　

各
お
の
便
な
る
所
有
り
。
山
居
は
是
れ
其
の
宜
し
き
な
り
）」

と
説
明
す
る
。
安
藤
信
廣
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
謝
霊
運
の
「
山

居
」
は
祖
父
の
退
隠
を
継
承
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

退
去
の
地
は
祖
父
の
遺
徳
に
守
ら
れ
た
特
別
な
場
所
と
し
て
描
か
れ

る
。
作
品
中
に
こ
の
よ
う
な
「
地
縁
」
を
描
く
こ
と
は
、
自
身
の

「
居
」
の
由
来
や
由
緒
を
確
認
し
、「
居
」
に
特
別
な
存
在
意
義
を

与
え
る
。「
居
」
が
構
築
さ
れ
る
そ
の
場
所
は
、
自
身
の
血
統
・
祖

先
の
遺
徳
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
祖

先
伝
来
の
地
に
対
す
る
言
及
は
、
山
居
の
正
統
性
を
支
え
る
重
要
な

要
素
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
山
居
賦
」
に
つ
い
て
は
、
京
都

賦
と
同
じ
手
法
で
広
大
な
山
居
の
様
子
を
賦
陳
す
る
こ
と
、
ま
た
大

量
の
自
注
に
よ
っ
て
「
山
居
」
を
描
く
こ
と
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
地
縁
・
血
縁
へ
の
言
及
も
ま
た
、「
山
居
」
を

構
成
す
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

沈
約
の
「
郊
居
賦
」
で
は
歴
史
の
叙
述
が
さ
ら
に
存
在
感
を
増
す
。

作
品
前
半
で
は
沈
氏
の
歴
史
や
自
身
の
官
歴
、
南
朝
の
歴
史
の
叙
述

に
多
く
の
句
が
費
や
さ
れ
る
。
前
漢
に
沈
氏
の
一
族
が
居
を
移
し
た

こ
と
か
ら
語
り
始
め
、
十
六
世
の
祖
沈
戎
が
九
江
・
寿
春
か
ら
会
稽

郡
烏
程
県
（
後
の
呉
興
郡
）
に
居
を
移
し
た
こ
と
、
祖
父
沈
林
子
が

反
逆
者
の
子
と
し
て
逆
境
に
お
か
れ
る
中
、
劉
裕
の
も
と
で
力
を
発

揮
し
、
屋
敷
を
賜
っ
た
こ
と
（
遷
華
扉
而
來
啓
、
張
高
衡
而
徙
植
。
傍

㉙

㉚
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逸
陌
之
脩
平
、
面
淮
流
之
清
直
）
を
述
べ
た
後
、
時
を
経
て
荒
れ
果
て

て
し
ま
っ
た
先
祖
ゆ
か
り
の
住
ま
い
に
、
今
一
度
手
を
入
れ
て
妻
子

と
共
に
移
り
住
も
う
、
と
詠
わ
れ
る
。
続
い
て
隠
逸
へ
の
思
い
が
詠

わ
れ
（
迹
平
生
之
耿
介
、
實
有
心
於
獨
往
。
思
幽
人
而
軫
念
、
望
東
臯
而
長

想
）、
仕
官
と
隠
逸
の
狭
間
で
ゆ
れ
る
気
持
ち
が
表
白
さ
れ
る
。
こ

の
後
も
歴
史
の
叙
述
は
な
お
続
き
、
斉
末
東
昏
公
の
混
乱
期
か
ら
梁

武
帝
の
即
位
、
そ
の
後
の
自
己
の
官
歴
を
述
べ
る
。
寵
愛
や
高
禄
が

保
持
し
が
た
い
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
高
位
高
官
の
者
た
ち
が
手
に

入
れ
た
豪
華
な
住
ま
い
と
は
一
線
を
画
し
、
孫
叔
敖
や
蕭
何
の
よ
う

に
荒
れ
地
に
身
を
お
こ
う
、
と
隠
逸
へ
の
思
い
を
述
べ
る
。
こ
の
よ

う
な
構
成
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
後
漢
よ
り
梁
代
に
至
る
沈
氏

の
歴
史
を
叙
述
す
る
箇
所
を
二
段
（
百
二
十
句
）
に
分
け
、
と
も
に

段
の
末
二
句
で
「『
帰
去
来
辞
』
の
世
界
を
暗
示
し
つ
つ
、
隠
棲
の

強
い
願
い
を
詠
じ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
重
厚
な
前
置
き
を
経
て
、
よ
う
や
く
郊
居
の
描
写
が

始
ま
る
。
南
朝
の
歴
史
・
一
族
の
経
歴
と
隠
逸
へ
の
願
望
を
述
べ
た

前
半
部
分
は
全
て
六
言
句
で
描
写
さ
れ
、
郊
居
の
具
体
的
描
写
に
移

る
と
六
言
句
を
中
心
に
三
言
九
言
を
交
え
変
化
に
富
ん
だ
句
法
で
描

写
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、「
郊
居
に
至
る
ま
で
」
と
郊

居
そ
の
も
の
の
描
写
は
、
表
現
や
構
成
上
、
意
図
的
に
区
切
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
郊
居
」
は
い
わ
ば
、
南
朝
と
沈
氏
一
族
の

歴
史
の
叙
述
を
積
み
重
ね
た
上
に
築
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

「
郊
居
」
の
描
写
に
た
ど
り
つ
い
て
か
ら
も
、
作
者
の
歴
史
語
り

は
続
く
。「
郊
居
」
の
周
囲
を
眺
め
る
目
は
、
謝
安
の
豪
勢
な
宴
遊

や
三
国
呉
の
孫
氏
の
墓
、
ま
た
斉
の
文
恵
太
子
と
の
思
い
出
を
描
き
、

権
勢
を
誇
っ
た
も
の
が
あ
っ
と
い
う
ま
に
霧
消
し
た
こ
と
を
嘆
く
。

続
い
て
仙
界
へ
の
あ
こ
が
れ
、
鍾
山
の
描
写
と
続
き
、
叙
述
は
東
晋

の
六
人
の
皇
帝
の
事
跡
へ
と
移
る
。
終
盤
に
な
る
と
再
び
自
身
の
経

歴
が
語
ら
れ
、
老
い
て
な
お
仕
官
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
我
が
身
だ
が
、

郊
居
に
身
も
心
も
休
め
た
い
、
と
結
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
郊

居
賦
」
は
歴
史
へ
の
言
及
が
大
き
な
割
合
を
占
め
る
。
こ
の
よ
う
な

歴
史
叙
述
の
広
が
り
は
、
謝
霊
運
の
「
山
居
賦
」
が
空
間
の
広
が
り

を
志
向
し
た
の
と
は
ま
た
異
な
っ
た
形
の
「
居
」
の
あ
り
方
を
示
し

て
い
る
。
沈
約
晩
年
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
「
郊
居
賦
」
は
、
人
生

の
総
括
と
し
て
の
意
味
も
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

「
閑
居
賦
」
に
記
さ
れ
る
自
ら
の
官
歴
や
〈
世
〉
と
対
置
さ
れ
る

㉛

㉜

㉝
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閑
居
の
位
置
づ
け
、「
山
居
賦
」
に
表
さ
れ
る
祖
先
の
遺
徳
を
継
承

す
る
態
度
、
ま
た
「
郊
居
賦
」
の
一
族
や
王
朝
の
歴
史
へ
の
言
及
は
、

隠
逸
の
「
場
」
を
定
め
る
に
は
一
定
の
物
語
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。「
仕
官
か
ら
隠
逸
へ
」
は
、
単
純
な
生
活
の
場
の
移

動
で
は
あ
り
え
な
い
。
生
き
方
の
一
大
転
換
に
際
し
て
、
隠
逸
に
至

る
ま
で
の
経
緯
や
隠
逸
の
場
は
入
念
に
意
味
づ
け
さ
れ
、
語
ら
れ
る

必
要
が
あ
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
見
る
と
、
地
縁
・
血
縁
の
ゆ

か
り
が
無
い
場
所
に
「
居
」
を
築
こ
う
と
し
た
潘
岳
の
「
閑
居
」
は
、

む
し
ろ
特
殊
な
例
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、「
小
園
賦
」
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
三
作
品
の

影
響
を
受
け
な
が
ら
も
そ
の
独
自
の
あ
り
方
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま

ず
賦
に
付
さ
れ
た
短
い
序
文
で
は
、「
小
園
」
で
の
隠
逸
に
先
立
つ

も
の
と
し
て
狭
小
な
空
間
に
身
を
置
い
た
例
が
列
挙
さ
れ
、「
小
さ

な
住
ま
い
」
に
対
比
す
る
も
の
と
し
て
豪
奢
な
邸
宅
の
故
事
を
挙
げ

る
。
過
去
の
隠
逸
の
例
を
連
ね
、
自
ら
と
対
比
あ
る
い
は
同
化
す
る

の
は
、
隠
逸
文
学
の
常
套
表
現
と
い
え
る
。
そ
し
て
「
小
園
」
も
ま

た
「
山
居
」
や
「
郊
居
」
と
同
様
に
、
潘
岳
が
意
識
し
た
〈
世
〉
を

ま
っ
た
く
意
識
せ
ず
に
─
─
と
い
う
よ
り
、「
小
園
」
の
外
側
は
ま

る
で
意
識
せ
ず
に
─
─
存
在
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、「
小
園
賦
」
に
は
「
居
」
賦
が
あ
れ
ほ
ど
重
視
し
た

「
隠
逸
の
場
を
い
か
に
定
め
た
か
」「
な
ぜ
自
身
が
こ
の
場
所
に
至

っ
た
か
」
が
全
く
描
か
れ
な
い
。
序
文
で
は
「
余　

数
畝
の
弊
廬
有

り
、
人
外
に
寂
寞
た
り
。
聊
か
以
て
伏
臘
に
擬
し
、
聊
か
以
て
風
霜

を
避
く
」
と
「
小
園
」
の
場
所
が
示
唆
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の

後
直
接
内
部
の
描
写
に
う
つ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
居
」
賦
が

そ
れ
ぞ
れ
の
「
居
」
を
入
念
に
意
味
づ
け
し
て
き
た
の
と
対
比
す
る

と
、
非
常
に
簡
素
な
構
成
と
い
え
る
。「
居
」
が
〈
世
〉
と
の
対

置
・
先
祖
と
の
つ
な
が
り
・
土
地
の
詳
細
な
描
写
・
歴
史
…
…
を
描

く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
刻
み
つ
け
る
の
に
対
し
、「
小
園
」

に
は
そ
の
存
在
を
外
か
ら
支
え
る
要
素
が
欠
落
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
が
、「
小
園
」
の
孤
立
を
一
層
際
立
た
せ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
「
小
園
賦
」
に
「
居
」
賦
で
見
て
き
た
よ
う
な
「
由

来
」
の
叙
述
が
全
く
存
在
し
な
い
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。

し
か
し
そ
れ
は
、
そ
の
他
の
賦
と
は
異
な
っ
て
作
品
の
末
尾
（
第
三

段
）
に
お
か
れ
て
い
る
。
末
尾
で
詠
わ
れ
る
南
朝
梁
で
の
自
身
の
過

去
の
栄
光
と
、
王
朝
が
滅
び
た
衝
撃
、
そ
の
渦
中
に
あ
っ
て
の
悲
嘆

㉞
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─
─
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
「
小
園
」
と
い
う
テ
ー
マ

と
作
品
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、
や
や
唐
突
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る

─
─
は
、
自
ら
が
こ
の
「
小
園
」
に
到
っ
た
「
由
来
」
を
間
接
的
に

せ
よ
説
明
す
る
も
の
だ
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
に
つ
い
て
、「
小
園
賦
」
に
は
北
朝
に
身
を
屈
す

る
こ
と
の
悲
し
み
や
望
郷
の
念
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ

最
後
に
こ
れ
ら
に
言
及
す
る
の
だ
、
と
い
う
理
解
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、「
居
」
賦
の
流
れ
を
概
観
す
る
と
、

庾
信
が
こ
こ
に
こ
め
た
意
図
や
構
成
に
更
に
深
い
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
思
う
。

　

潘
岳
が
自
己
の
経
歴
を
述
べ
、
沈
約
が
祖
先
の
系
譜
や
自
身
の
経

歴
を
縷
々
語
っ
た
よ
う
に
、
隠
逸
を
描
く
際
、
そ
の
前
段
階
と
し
て

個
人
の
歴
史
を
語
る
こ
と
は
、
当
時
に
あ
っ
て
は
重
要
な
要
素
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
個
人
に
限
ら
ず
大
き
な
歴
史
の
流
れ
を
描
き
、
そ
の

中
に
自
己
の
隠
逸
を
位
置
づ
け
る
態
度
は
、
沈
約
「
郊
居
賦
」
に
既

に
表
れ
て
い
た
。
官
か
ら
隠
へ
と
い
う
生
き
方
の
転
換
を
示
す

「
居
」
賦
に
お
い
て
は
、
い
わ
ば
「
も
う
一
つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
」
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
表
現
を
尽
く
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

庾
信
が
過
去
の
栄
光
や
王
朝
の
滅
亡
を
描
く
背
景
に
は
、
こ
れ
ら
先

行
す
る
賦
の
影
響
を
受
け
、
自
ら
の
物
語
を
語
ろ
う
と
す
る
意
識
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
結
局
そ
れ
ら
は
、
自
身
が
い
ま
こ

の
「
小
園
」
で
隠
逸
を
試
み
る
こ
と
の
直
接
の
理
由
と
し
て
は
提
示

さ
れ
な
い
。
そ
し
て
賦
は
、
南
朝
の
滅
亡
や
自
己
の
境
遇
へ
の
嘆
き

へ
と
う
つ
り
、
そ
の
嘆
き
を
天
や
生
民
に
ま
で
広
げ
て
結
ば
れ
る
。

　

な
ぜ
隠
逸
に
到
る
「
背
景
」
が
欠
落
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は

な
ぜ
庾
信
は
自
ら
の
「
歴
史
」
を
末
尾
に
記
し
、「
小
園
」
と
結
び

つ
け
な
か
っ
た
の
か
。
北
遷
と
い
う
「
断
絶
」
を
前
に
語
る
べ
き
言

葉
を
も
た
な
か
っ
た
、
語
る
こ
と
が
憚
ら
れ
た
な
ど
、
様
々
な
理
由

が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
推
測
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ

う
な
欠
落
に
こ
そ
、
庾
信
が
設
け
た
「
小
園
」
の
孤
立
と
孤
独
と
が

表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
小
園
賦
」
は
「
隠
逸
」
へ
至
る
歴

史
や
土
地
の
由
来
を
語
ろ
う
と
せ
ず
、
そ
れ
で
も
作
品
末
尾
に
自
ら

の
来
し
方
を
描
い
た
。
そ
こ
に
は
、
地
縁
も
血
縁
も
断
絶
さ
れ
、
據

っ
て
立
つ
べ
き
「
世
」
か
ら
も
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
「
異
邦

人
」
が
、
隠
逸
の
住
ま
い
を
築
く
難
し
さ
と
孤
独
と
が
に
じ
ん
で
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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お　

わ　

り　

に

　

本
論
で
は
隠
逸
に
お
け
る
「
閉
ざ
さ
れ
た
小
空
間
」
が
ど
の
よ
う

に
描
か
れ
る
か
と
い
う
興
味
の
も
と
、「
小
園
賦
」
の
分
析
を
進
め

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
庾

信
の
「
小
園
」
は
後
代
の
白
居
易
が
描
く
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
と
は
全

く
性
質
を
異
に
す
る
。
庾
信
と
白
居
易
の
置
か
れ
た
状
況
は
大
き
く

異
な
り
、
そ
も
そ
も
比
較
の
対
象
に
す
る
こ
と
自
体
、
無
理
が
あ
る

と
の
見
方
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
始
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
周
囲
の
状

況
と
自
身
の
あ
り
方
が
ち
ぐ
は
ぐ
に
な
っ
た
時
、「
小
空
間
に
避
難

す
る
」
と
い
う
あ
り
方
は
、
隠
逸
の
普
遍
的
な
態
度
と
言
っ
て
良
い
。

　

「
外
界
の
遮
断
」
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
白
居
易
は
自
身
の

人
生
に
お
い
て
獲
得
し
た
も
の
で
住
ま
い
を
充
足
さ
せ
、
意
識
的
に

外
の
世
界
と
の
断
絶
を
作
っ
た
。
庾
信
は
自
身
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
も
の
か
ら
分
断
さ
れ
た
場
所
で
、
そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
の
文
学

を
意
識
し
な
が
ら
避
難
場
所
を
築
こ
う
と
し
た
。

　

庾
信
の
「
小
園
」
の
存
在
は
唐
代
で
も
意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、

白
居
易
に
は
こ
の
よ
う
な
作
品
が
残
る
。

　
　

小
宅　

小
宅

小
宅
里
閭
接　

小
宅　

里
閭
に
接
し

疏
籬
雞
犬
通　

疏
籬　

雞
犬
通
る

渠
分
南
巷
水　

渠
は
南
巷
の
水
を
分
か
ち

窗
借
北
家
風　

窗
は
北
家
の
風
を
借
る

庾
信
園
殊
小　

庾
信　

園
は
殊
に
小
さ
く

陶
潛
屋
不
豐　

陶
潛　

屋
は
豐
か
な
ら
ず

何
勞
問
寬
窄　

何
の
勞
あ
り
て
か
寬
窄
を
問
わ
ん

寬
窄
在
心
中　

寬
窄
は
心
中
に
在
り

　

大
和
九
年
（
八
三
五
）、
白
居
易
が
洛
陽
履
道
里
で
作
っ
た
作
品
と

さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
庾
信
の
「
小
園
」
か
ら
「
小
さ
い
」
と
い
う
要

素
の
み
を
抽
出
し
、
そ
の
苦
悩
や
孤
独
は
全
く
看
過
さ
れ
て
い
る
。

い
か
に
も
白
居
易
ら
し
い
表
現
と
も
と
れ
る
が
、
地
縁
・
血
縁
な
ど

外
部
の
様
々
な
要
素
に
よ
っ
て
隠
逸
の
場
を
支
え
よ
う
と
し
た
六
朝

の
士
大
夫
と
、
そ
こ
か
ら
脱
却
し
「
心
中
」
の
あ
り
か
た
に
よ
っ
て

自
身
の
世
界
を
獲
得
し
て
い
っ
た
中
唐
の
士
大
夫
と
の
違
い
を
は
っ

き
り
と
示
し
て
い
る
よ
う
で
、
興
味
深
い
。

㉟
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註①　

中
唐
前
期
の
詩
人
韋
應
物
の
「
郡
齋
詩
」
や
中
唐
に
お
け
る
「
吏

隠
」
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
赤
井
益
久
『
中
唐
詩
壇
の
研
究
』（
創

文
社
、
二
〇
〇
四
年
）「
第
Ⅴ
部　

周
辺
か
ら
の
照
射
」
第
一
章
と
第

二
章
、
参
照
。

②　

拙
論
「
池
上
篇
并
序
論
─
─
あ
わ
せ
て
自
適
の
空
間
を
定
義
す
る
幾

つ
か
の
表
現
に
つ
い
て
─
─
」（『
中
国
文
学
報
』
第
七
十
三
冊
、
二
〇

〇
七
年
四
月
）、
同
「
園
林
の
「
小
空
間
」
─
─
白
居
易
詩
文
を
中
心

と
し
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
五
集
、
二
〇
一
三
年
）。

③　

拙
論
「
園
林
の
「
小
空
間
」
─
─
白
居
易
詩
文
を
中
心
と
し
て
」

（
前
掲
注
②
）、
99
頁
。

④
王
毅
『
園
林
与
中
国
文
化
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
は
、

園
林
空
間
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
壺
中
天
」
に
注
目
し
、
そ

の
変
遷
を
論
じ
る
。
同
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
庾
信
の
「
小
園
賦
」

中
に
は
、
中
唐
以
降
の
「
壺
中
天
」
式
小
空
間
が
も
つ
「
小
空
間
の
中

に
広
大
な
広
が
り
を
観
る
」
性
質
は
、
ま
だ
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

（（
第
一
篇
第
六
章
第
一
節
〝
壺
中
天
地
〟
─
─
中
国
古
典
園
林
在
中

唐
以
後
的
基
本
空
間
原
則
））。

　

因
み
に
、「
小
空
間
」
を
主
題
と
す
る
賦
と
し
て
、『
藝
文
類
聚
』
巻

六
十
四
・
室
に
西
晋
の
潘
岳
・
庾
闡
の
「
狭
室
賦
」
の
断
片
が
収
め
ら

れ
、
ま
た
南
朝
陳
・
蔡
凝
に
は
「
小
室
賦
」
な
る
作
品
が
あ
っ
た
（
今

佚
）。
潘
岳
「
狭
室
賦
」
の
作
品
は
外
界
の
暑
さ
・
猛
雨
に
翻
弄
さ
れ

る
貧
し
い
空
間
を
描
き
、
庾
闡
「
狭
室
賦
」
は
清
貧
を
是
と
す
る
前
提

に
疑
義
を
唱
え
、
猛
暑
に
も
涼
を
保
つ
居
室
の
様
子
を
描
く
。
こ
の
よ

う
な
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
に

庾
信
「
小
園
賦
」
に
連
な
る
要
素
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤　

制
作
年
代
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
江
陵
の
陥
落
後
西
魏
に
拘
留

さ
れ
て
間
も
な
い
時
期
と
す
る
点
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
細
か
い
年
代

は
や
や
分
か
れ
る
。
魯
同
群
『
庾
信
伝
論
』（
天
津
人
民
出
版
社
、
一

九
九
七
年
）
で
は
五
五
五
年
あ
る
い
は
五
五
六
年
、
梁
が
滅
び
る
前
と

す
る
。
興
膳
宏
『
望
郷
詩
人　

庾
信
』（
中
国
の
詩
人
④
、
集
英
社
、

一
九
八
三
年
）
で
は
、
五
五
六
年
、
西
魏
に
出
仕
し
た
頃
の
作
と
推
定

す
る
。
加
藤
国
安
『
越
境
す
る
庾
信　

そ
の
軌
跡
と
詩
的
表
象
』（
研

文
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
は
「
内
容
的
に
見
て
隠
棲
を
理
想
と
し
な
が

ら
も
そ
れ
を
貫
け
ず
、「
小
園
」
の
夢
が
破
綻
し
て
ゆ
く
の
は
、
出
仕

前
後
の
葛
藤
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」（
258
頁
）
と
し
て
興
膳

氏
の
説
に
賛
同
す
る
。
本
論
も
、
興
膳
・
加
藤
両
氏
と
見
方
を
同
じ
く

す
る
。
本
論
で
後
に
詳
し
く
見
て
い
く
よ
う
に
、「
小
園
賦
」
に
は
出

仕
へ
の
葛
藤
が
背
後
に
読
み
取
れ
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
葛
藤
が
、「
小

園
」
と
い
う
隠
逸
空
間
の
描
写
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

後
に
触
れ
る
倪
璠
の
注
に
「
願
爲
隱
居
而
不
可
得
也
（
隱
居
を
爲
す
を

願
う
も
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
）」
と
い
う
の
も
、
同
様
の
捉
え
方
を
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥　

安
藤
信
廣
『
庾
信
と
六
朝
文
学
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
八
年
）
第
2

部　

第
3
章
「
後
期
の
賦
の
特
徴
」
第
一
節
「「
竹
杖
賦
」
に
お
け
る

再
生
へ
の
希
求
」
参
照
。
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⑦　

興
膳
宏
『
望
郷
詩
人　

庾
信
』（
前
掲
注
⑤
）「
三　

関
外
思
帰
の

客
」、
106
頁
。

⑧　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
張
衡
「
東
京
賦
」（『
文
選
』
巻
三
）「
聘
丘
園

之
耿
絜
、
旅
束
帛
之
戔
戔
（
丘
園
の
耿
絜
を
聘
し
、
束
帛
の
戔
戔
た
る

を
旅つ
ら

ぬ
）」。
薛
綜
の
注
に
「
耿
、
清
也
。
旅
、
陳
也
。
謂
有
清
絜
者
也
。

言
丘
園
中
有
隱
士
貞
絜
清
白
之
人
、
聘
而
用
之
。
束
帛
、
謂
古
招
士
必

以
束
帛
加
璧
於
上
。
周
易
曰
、
六
五
、
賁
于
丘
園
、
束
帛
戔
戔
」。
王

肅
の
注
に
「
失
位
無
應
、
隱
處
丘
園
。
蓋
蒙
闇
之
人
道
德
彌
明
、
必
有

束
帛
之
聘
也
。
戔
戔
、
委
積
之
貌
也
」。

⑨　
『
荘
子
』
逍
遥
遊
「
鷦
鷯
巢
於
深
林
、
不
過
一
枝
（
鷦
鷯
深
林
に
巣

く
う
も
、
一
枝
に
過
ぎ
ず
）」
に
出
る
。

⑩　
『
漢
書
』
叙
伝
「
漁
釣
於
一
壑
、
則
萬
物
不
奸
其
志
。
栖
遲
於
一
丘
、

則
天
下
不
易
其
樂
（
一
壑
に
漁
釣
す
れ
ば
、
則
ち
萬
物
其
の
志
を
奸お
か

さ

ず
。
一
丘
に
栖
遲
す
れ
ば
、
則
ち
天
下
其
の
樂
し
み
を
易
え
ず
）」
に

出
る
。

⑪　

梁
の
武
帝
に
も
仕
え
重
用
さ
れ
た
徐
勉
は
、
栄
達
し
た
も
の
の
蓄
財

に
拘
ら
ず
、
俸
禄
は
親
族
の
窮
乏
し
た
者
に
分
け
与
え
る
清
廉
な
人
物

だ
っ
た
と
い
う
。
徐
勉
の
「
小
園
」
に
つ
い
て
は
、
大
室
幹
雄
『
園
林

都
市　

中
世
中
国
の
世
界
像
』「
第
十
二
章　

郊
居　

園
田
居　

山
居

─
─
文
化
と
自
然
の
背
景
画
法
」（
三
省
堂
、
一
九
八
五
年
）
に
言
及

が
あ
る
。
以
下
に
徐
勉
の
手
紙
の
一
部
を
載
せ
て
お
く
。

　

中
年
聊
於
東
田
間
營
小
園
者
、
非
在
播
藝
、
以
要
利
入
。
正
欲
穿
池

種
樹
、
少
寄
情
賞
。
又
以
郊
際
閑
曠
、
終
可
為
宅
、
儻
獲
懸
車
致
事
、

實
欲
歌
哭
於
斯
。
…
…
但
不
能
不
為
培
塿
之
山
、
聚
石
移
果
、
雜
以
花

卉
、
以
娛
休
沐
、
用
託
性
靈
。
隨
便
架
立
、
不
在
廣
大
、
惟
功
德
處
、

小
以
為
好
。
所
以
內
中
逼
促
、
無
復
房
宇
。
…
…
由
吾
經
始
歷
年
、
粗

已
成
立
、
桃
李
茂
密
、
桐
竹
成
陰
、
塍
陌
交
通
、
渠
畎
相
屬
。
華
樓
迥

榭
、
頗
有
臨
眺
之
美
。
孤
峯
叢
薄
、
不
無
糾
紛
之
興
。
瀆
中
並
饒
菰
蔣
、

湖
裏
殊
富
芰
蓮
。
雖
云
人
外
、
城
闕
密
邇
…
…
憶
謝
靈
運
山
家
詩
云
、

中
為
天
地
物
、
今
成
鄙
夫
有
。
吾
此
園
有
之
二
十
載
矣
、
今
為
天
地
物
、

物
之
與
我
、
相
校
幾
何
哉
。

⑫　

以
下
庾
信
作
品
の
底
本
は
『
庾
子
山
集
』
十
六
巻
（
明
屠
隆
評
点
、

四
部
叢
刊
所
収
）
を
底
本
と
し
、『
庾
子
山
集
注
』（
清
倪
璠
注
、
許
逸

民
校
点
、
中
国
古
典
文
学
叢
書
、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照

し
て
一
部
文
字
を
改
め
た
。
ま
た
、「
小
園
賦
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は

加
藤
国
安
氏
（
前
掲
注
⑤
、
第
Ⅱ
部
第
二
章
）
が
訓
読
と
全
訳
を
提
示

し
て
お
り
、
参
照
さ
せ
て
頂
い
た
。
拙
稿
「
庾
信
「
小
園
賦
」
初
探
」

（『
滋
賀
大
国
文
』
第
五
十
二
号
、
二
〇
一
四
年
八
月
）
に
は
注
釈
も

含
め
た
全
文
の
解
釈
を
掲
げ
た
。

⑬　

戦
国
・
斉
の
宰
相
晏
嬰
の
主
で
あ
る
斉
の
景
公
は
、
市
場
に
近
い
こ

と
な
ど
を
挙
げ
て
晏
嬰
の
住
環
境
の
悪
さ
を
指
摘
し
、
住
ま
い
を
変
え

る
よ
う
勧
め
た
。
晏
嬰
は
こ
れ
を
辞
し
て
、「
且
小
人
近
市
朝
夕

0

0

0

0

得
所

求
、
小
人
之
利0

也
。（
且
つ
小
人
市
に
近
く
朝
夕
求
め
る
所
を
得
る
は
、

小
人
の
利
な
り
）」
と
述
べ
た
（『
左
伝
』
昭
公
三
年
）。
ま
た
西
晋
の

潘
岳
「
閑
居
賦
」（『
文
選
』
巻
十
六
）
に
「
陪
京
泝
伊
、
面0

郊
後
市
。

（
京
に
陪
し
伊
に
溯
か
い
、
郊
に
面
し
市
を
後
ろ
に
す
）」。
庾
信
が
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「
城
」
に
面
す
、
と
す
る
の
は
、
事
実
に
即
し
た
も
の
か
、
或
い
は
記

憶
違
い
で
あ
ろ
う
か
。

⑭　

注
⑪
に
引
く
徐
勉
の
手
紙
を
参
照
。

⑮　
『
晋
書
』
巻
九
四
・
隠
逸
伝
・
張
忠
に
「
其
の
居
は
崇
巖
幽
谷
に
依

り
、
地
を
鑿
ち
て
窟
室

0

0

を
為
る
」。
ま
た
『
淮
南
子
』
斉
俗
訓
と
揚
雄

『
解
嘲
』
に
、
顔が
ん

闔こ
う

（
魯
国
の
隠
士
）
が
魯
君
の
招
聘
を
受
け
、「
培0

（
建
物
後
ろ
の
壁
）
を
鑿0

ち
て
遁に

ぐ
」
と
見
え
る
。「
培
」
は
「
坯
」

に
同
じ
。

⑯　
「
愚
公
」
の
故
事
は
『
説
苑
』
説
理
に
見
え
る
。
斉
の
桓
公
が
狩
り

を
し
て
い
て
、
山
谷
で
一
人
の
老
人
に
出
会
っ
た
。
老
人
は
谷
の
名
を

「
愚
公
の
谷
」、
自
ら
は
「
愚
公
」
で
あ
る
と
名
乗
っ
た
。
老
人
曰
く
、

自
ら
育
て
た
牛
を
売
り
、
馬
を
買
っ
て
帰
っ
た
所
、
あ
る
若
者
か
ら

「
牛
が
馬
を
産
む
は
ず
は
な
い
」
と
し
て
馬
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

傍
ら
で
見
て
い
た
人
が
、
老
人
を
愚
か
で
あ
る
と
そ
し
っ
た
、
と
い
う
。

愚
公
の
故
事
を
用
い
る
の
は
、
庾
信
「
擬
詠
懷
二
十
七
首
」
其
十
六
。

こ
の
連
作
は
北
遷
後
に
作
ら
れ
、
庾
信
の
内
面
を
窺
う
た
め
の
重
要
な

作
品
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
其
十
六
は
倪
璠
の
注
に
「
小
園
賦
」
と
の
類

似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
原
文
を
以
下
に
挙
げ
る
。

橫
石
三
五
片
、
長
松
一
兩
株
。
對
君
俗
人
眼
、
真
興
理
當
無
。
野
老
披

荷
葉
、
家
童
掃
栗
跗
。
竹
林
千
戸
封
、
甘
橘
萬
頭
奴
。
君
見
愚
公
谷
、

真
言
此
谷
愚
（
橫
石
三
五
片
、
長
松
一
兩
株
。
君
が
俗
人
の
眼
に
對
せ

ば
、
真
興　

理
當
に
無
か
る
べ
し
。
野
老　

荷
葉
を
披
り
、
家
童　

栗

跗
を
掃
く
。
竹
林　

千
戸
封
、
甘
橘　

萬
頭
奴
。
君
愚
公
の
谷
を
見
れ

ば
、
真
に
言
わ
ん
此
の
谷
愚
か
な
り
と
）。

⑰　

荘
舄
は
戦
国
時
代
の
人
。『
史
記
』
巻
七
十
・
陳
軫
伝
に
「
越
人
莊

舄
仕
楚
執
珪
、
有
頃
而
病
。
楚
王
曰
、
舄
故
越
之
鄙
細
人
也
、
今
仕
楚

執
珪
、
貴
富
矣
。
亦
思
越
不
。
中
謝
對
曰
、
凡
人
之
思
故
、
在
其
病
也
。

彼
思
越
則
越
聲
、
不
思
越
則
楚
聲
。
使
人
往
聽
之
、
猶
尚
越
聲
也
。

（
越
人
荘
舄
楚
に
仕
え
て
珪
を
執
る
、
頃
有
り
て
病
む
。
楚
王
曰
く
、

舄
故も
と

は
越
の
鄙
細
の
人
な
り
、
今
楚
に
仕
え
て
珪
を
執
り
、
貴
富
と
な

る
。
亦
た
越
を
思
う
や
不
や
、
と
。
中
謝
対
え
て
曰
く
、
凡
そ
人
の
故

を
思
う
は
、
其
の
病
む
に
在
る
な
り
。
彼
越
を
思
え
ば
則
ち
越
声
な
ら

ん
、
越
を
思
わ
ざ
れ
ば
則
ち
楚
声
な
ら
ん
、
と
。
人
を
し
て
往
き
て
之

を
聴
か
し
む
れ
ば
、
猶な尚
お
越
声
な
り
）」。
祖
国
を
思
い
な
が
ら
異
国

で
仕
え
る
自
身
に
な
ぞ
ら
え
る
。

魏
顆
は
春
秋
時
代
の
人
。
父
親
が
死
ん
だ
際
に
、
そ
の
愛
妾
を
他
へ
嫁

が
せ
た
。
こ
こ
で
は
魏
顆
の
故
事
を
、
二
君
に
仕
え
た
自
身
に
な
ぞ
ら

え
る
と
と
っ
た
。『
左
伝
』
宣
公
五
年
に
「
魏
顆
…
…
初
、
魏
武
子
有

嬖
妾
、
無
子
。
武
子
疾
、
命
顆
曰
、
必
嫁
是
。
疾
病
則
曰
、
必
以
為
殉
。

及
卒
、
顆
嫁
之
。
曰
、
疾
病
則
亂
。
吾
從
其
治
也
。（
魏
顆
…
…
初
め
、

魏
武
子
に
嬖
妾
（
愛
妾
）
有
り
て
、
子
無
し
。
武
子
疾
し
、
顆
に
命
じ

て
曰
く
、
必
ず
是
に
嫁
せ
し
め
よ
、
と
。
疾
病
な
れ
ば
（
病
が
重
く
な

る
と
）
則
ち
曰
く
、
必
ず
以
て
殉
を
為
さ
し
め
よ
、
と
。
卒
す
る
に
及

び
て
、
顆
之
を
嫁
せ
し
む
。
曰
く
、
疾
病
な
れ
ば
則
ち
乱
る
。
吾
其
の

治
な
る
に
従
う
な
り
、
と
）」。
こ
の
句
に
つ
い
て
、「
魏
武
子
が
病
で

正
気
を
失
い
訳
の
分
か
ら
ぬ
こ
と
を
命
じ
た
よ
う
に
、
自
身
も
お
か
し
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く
な
り
そ
う
だ
」
と
い
う
解
釈
も
あ
る
が
、
と
ら
な
い
。

⑱　
「
亀
言
…
」
は
、「
秦
書
」（『
水
経
注
』
渭
水
）
に
引
く
以
下
の
話
を

ふ
ま
え
る
。
井
戸
の
中
か
ら
掘
り
出
さ
れ
「
客
亀
（
旅
人
の
亀
）」
と

名
付
け
ら
れ
た
た
亀
が
死
ん
だ
後
、
夢
に
出
て
き
て
「
言
我
將
歸
江
南
、

不
遇
、
死
於
秦
。
魯
於
夢
中
自
解
曰
、
龜
三
萬
六
千
歳
而
終
、
終
必
亡

國
之
徴
也
（
言
え
ら
く
、
我
将
に
江
南
に
帰
ら
ん
と
す
る
も
、
遇
わ
ず
、

秦
に
死
す
、
と
。
魯ろ

夢
の
中
に
自
ら
解
き
て
曰
く
、
亀
三
万
六
千
歳
に

し
て
終
わ
る
、
終
わ
る
は
必
ず
亡
国
の
徴
な
り
」。
江
南
の
地
に
帰
れ

ず
に
い
る
内
に
梁
王
朝
が
亡
び
た
経
緯
を
重
ね
る
。

「
鶴
訝
…
」
は
劉
敬
叔
『
異
苑
』
に
「
晉
太
康
二
年
冬
大
寒
、
南
洲
人
、

見
二
白
鶴
語
於
橋
下
。
曰
、
今
兹
寒
不
減
堯
崩
年
也
。
於
是
飛
去
（
晉

太
康
二
年
冬
大
寒
、
南
洲
の
人
、
二
白
鶴
の
橋
の
下
に
語
る
を
見
る
。

曰
く
、
今
茲
の
寒
さ
堯
の
崩
ず
る
年
に
減
ぜ
ざ
る
な
り
、
と
。
是
に
於

て
飛
び
て
去
る
」。
聖
天
子
堯
の
崩
御
と
、
南
朝
梁
の
元
帝
の
崩
御
と

を
重
ね
る
。

⑲　

第
一
章
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
北
遷
後
の
庾
信
の
賦
に
は
七
言
句

が
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
先
行
研
究
（
興
膳
宏
『
望
郷
詩

人　

庾
信
』（
前
掲
注
⑤
））
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
小
園
賦
」
に
も

七
言
句
は
い
く
つ
か
登
場
す
る
が
、
そ
れ
は
「
2
・
2
・
3
→
4
・

3
」
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
と
は
異
な
り
、「
2
・
5
」
あ
る
い
は
「
2
・

1
・
4
」
の
リ
ズ
ム
で
描
か
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
第
三
段

⑩
「
荊
軻
有
寒
水
之
悲
、
蘇
武
有
秋
風
之
別
。
關
山
則
風
月
悽
愴
、
隴

水
則
肝
腸
斷
絕
」。

⑳　

仲
長
統
の
い
わ
ゆ
る
「
楽
志
論
」
は
、『
後
漢
書
』
巻
四
十
九
本
伝

に
見
え
る
。
こ
の
「
楽
志
論
」
を
「
閑
居
」
を
描
く
文
学
の
系
譜
に
お

い
て
分
析
し
た
論
文
に
、
齋
藤
希
史
「〈
居
〉
の
文
学
─
六
朝
山
水
／

隠
逸
文
学
へ
の
一
視
座
」（『
中
国
文
学
報
』
第
四
十
二
冊
、
一
九
九
〇

年
）
が
あ
る
。

㉑　

庾
信
が
「
隠
逸
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
」「
北
朝
に
節
を
屈
し

た
」
こ
と
に
つ
い
て
、
興
膳
宏
氏
に
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

「
庾
信
と
て
、
そ
の
詩
で
し
ば
し
ば
吐
露
し
て
い
る
よ
う
に
、
自
己
の

生
き
方
に
疑
問
を
感
じ
、
で
き
う
る
こ
と
な
ら
か
つ
て
の
周
弘
讓
の
ご

と
く
、
山
中
に
隠
れ
て
ひ
っ
そ
り
と
生
き
た
い
と
、
本
気
で
願
っ
て
も

い
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
彼
が
も
し
ほ
ん
と
う
に
み
ず
か
ら
の
意
志
で
官

途
を
離
れ
る
決
意
を
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
可
能
に
な
っ
た
だ
ろ
う

か
」。
氏
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
北
朝
が
南
朝
に
比
べ
て
隠
逸
に
非
許

容
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
南
朝
の
正
史
に
は
隠
逸
者
の
伝
が
多
く
立
て
ら

れ
る
一
方
で
、
北
朝
の
正
史
に
は
隠
逸
者
が
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ

な
い
こ
と
を
指
摘
し
、「
当
時
の
社
会
全
体
へ
の
展
望
を
ぬ
き
に
し
て

は
、
個
人
の
進
退
を
軽
率
に
非
難
で
き
ぬ
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
す
る
（『
望
郷
詩
人　

庾
信
』「
三　

関
外
思
帰
の
客
」、
121

－

122
頁
）。
北
朝
に
お
い
て
隠
逸
を
抑
圧
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

池
田
恭
哉
『
南
北
朝
時
代
の
士
大
夫
と
社
会
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一

八
年
）「
第
五
章　

北
朝
に
お
け
る
隠
逸
─
王
朝
の
要
求
と
士
大
夫
の

自
発
─
」
に
詳
し
い
。

㉒　

齋
藤
希
史
「〈
居
〉
の
文
学
─
六
朝
山
水
／
隠
逸
文
学
へ
の
一
視
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座
」（
前
掲
注
⑳
）
で
は
、
潘
岳
の
「
閑
居
」
が
「
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の

分
に
応
じ
て
務
め
を
果
た
し
「
自
得
の
場
」
を
得
て
い
る
」
点
に
お
い

て
天
子
の
い
る
都
と
対
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
沈
約
の
「
郊
居
」

も
万
物
が
自
得
の
場
を
得
て
い
る
と
い
う
意
味
で
潘
岳
の
「
閑
居
」
と

同
質
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

㉓　

齋
藤
希
史
「
謝
霊
運
の
山
居
─
〈
居
〉
の
文
学
（
二
）」（『
中
国
文

学
報
』
第
六
十
一
冊
、
二
〇
〇
〇
年
）
35

－

37
頁
に
は
、
謝
霊
運
が
山

居
を
「
性
情
に
か
な
う
」
場
と
捉
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
遊
名

山
志
」
も
引
用
し
つ
つ
詳
細
な
説
明
を
加
え
る
。

㉔　

以
下
本
文
の
引
用
は
、『
梁
書
』
巻
十
三
沈
約
伝
（
中
華
書
局
、
一

九
七
三
年
）
に
よ
る
。

㉕　

獣
と
鳥
に
つ
い
て
は
、『
淮
南
子
』
斉
俗
訓
「
夫
飛
鳥
主
巢
、
狐
貍

主
穴
。
巢
者
巢
成
而
得
棲
焉
、
穴
者
穴
成
而
得
宿
焉
（
夫
れ
飛
鳥
は
巣

を
主
と
し
、
狐
貍
は
穴
を
主
と
す
。
巣
は
巣
成
り
て
棲
む
を
得
、
穴
は

穴
成
り
て
宿
る
を
得
）」
を
ふ
ま
え
る
。

　

以
下
そ
れ
ぞ
れ
功
成
り
名
遂
げ
た
人
物
の
す
ま
い
に
ま
つ
わ
る
故
事

を
挙
げ
る
。
陳
平
は
、
漢
の
高
祖
劉
邦
に
仕
え
た
知
謀
。『
史
記
』
陳

丞
相
世
家
に
「
家
乃
負
郭
窮
巷
、
以
獘
席
為
門
、
然
門
外
多
有
長
者
車

轍
（
家
は
乃
ち
郭
を
負
い
巷
に
窮
し
、
獘
席
を
以
て
門
と
為
し
、
然
る

に
門
外
多
く
長
者
の
車
轍
有
り
）」。
嬰
は
晏
嬰
、
戦
国
・
斉
の
霊
公
・

荘
公
・
景
公
に
仕
え
た
名
宰
相
。『
左
伝
』
昭
公
三
年
に
「
景
公
欲
更

晏
子
之
宅
曰
、
子
之
宅
近
市
、
湫
隘
囂
塵
、
不
可
以
居
、
請
更
諸
爽
塏

者
（
景
公
晏
子
の
宅
を
更
え
ん
と
欲
し
て
曰
く
、
子
の
宅
市
に
近
く
、

湫
隘
囂
塵
た
り
、
以
て
居
る
べ
か
ら
ず
、
請
う
諸
を
爽
塏
な
る
者
に
更

え
ん
）」。
僑
は
子
産
、
春
秋
・
鄭
の
政
治
家
。『
論
語
』
憲
問
に
「
東

里
子
產
潤
色
之
（
東
里
の
子
産
之
を
潤
色
す
）」。
鳳
は
高
鳳
、
後
漢
の

隠
者
。『
後
漢
書
』
逸
民
伝
に
「
其
後
遂
為
名
儒
、
乃
教
授
業
於
西
唐

山
中
（
其
の
後
遂
に
名
儒
と
為
り
て
、
乃
ち
業
を
西
唐
山
中
に
教
授

す
）」。

㉖　
「〈
居
〉
の
文
学
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
⑳
参
照
。
ま
た
、「
謝
霊

運
の
山
居
」
は
前
掲
注
㉓
参
照
。

㉗　
「
山
居
賦
」
の
引
用
は
、『
宋
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
謝

霊
運
伝
に
よ
っ
た
。

㉘　

塚
本
晋
也
「
謝
霊
運
の
「
山
居
賦
」
と
山
水
詩
」（『
集
刊
東
洋
学
』

六
五
、
一
九
九
一
年
五
月
）、
23
頁
。

㉙　

安
藤
信
廣
『
庾
信
と
六
朝
文
学
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
八
年
）
第
一

部　

第
二
章　

第
二
節
「
謝
霊
運
の
「
山
居
賦
」
の
構
造
と
仏
教
」、

156
頁
。

㉚　
「
郊
居
賦
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
中
森
健
二
「
沈
約
『
郊
居
賦
』

に
つ
い
て
」（『
学
林
』
三
、
一
九
八
四
年
）・
今
場
正
美
「
沈
約
「
郊

居
賦
」
訳
註
」（『
学
林
』
二
七
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
さ
せ
て
頂
い

た
。

㉛　

中
森
健
二
「
沈
約
『
郊
居
賦
』
に
つ
い
て
」（
前
掲
注
㉚
）、
34
頁
。

㉜　

前
掲
注
㉚
中
森
氏
の
論
文
、
34
頁
。

㉝　

齋
藤
希
史
〈
關
於
〝
居
賦
〟
─
閑
居
賦
・
山
居
賦
・
郊
居
賦
〉（『
第

四
届
国
際
辞
賦
学
学
術
研
討
会
論
文
集
』、
江
蘇
教
育
出
版
社
、
一
九
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第
九
十
册

─ 70 ─

九
九
年
十
二
月
）
は
、「
山
居
賦
」
は
空
間
に
よ
っ
て
自
己
を
語
り
、

「
郊
居
賦
」
は
歴
史
に
よ
っ
て
自
己
を
語
る
、
と
指
摘
す
る
。
ま
た
居

賦
を
「
単
に
隠
居
を
主
題
と
し
た
作
品
で
は
な
く
、
自
分
を
表
現
す
る

こ
と
を
意
図
し
た
〝
自
画
像
〟
の
文
学
」
と
定
義
す
る
。

㉞　

庾
信
の
小
園
が
外
部
か
ら
遮
断
さ
れ
た
性
質
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て

は
、
園
林
研
究
の
分
野
か
ら
も
指
摘
が
あ
る
。
外
村
中
「
北
周
の
庚
信

と
南
朝
建
康
の
東
宮
の
園
林
お
よ
び
「
小
園
賦
」
に
つ
い
て
」（『
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
：
日
本
造
園
学
会
誌
』
65
（
4
）、
二
〇
〇
二
年
三

月
）
で
は
、「
そ
れ
ま
で
の
居
住
空
間
と
比
較
し
て
、
彼
の
「
小
園
」

の
一
番
の
特
徴
は
何
か
と
い
え
ば
、「
小
園
賦
」
の
内
容
か
ら
理
解
さ

れ
る
と
お
り
、
ほ
と
ん
ど
周
囲
（
外
部
）
と
の
関
係
を
断
っ
た
、
い
わ

ば
周
囲
と
は
異
な
る
次
元
に
存
在
す
る
居
住
空
間
で
あ
る
と
い
う
点
で

あ
る
」（
339
頁
）
と
の
指
摘
が
あ
る
。

㉟　

本
論
後
半
で
注
目
し
た
「
隠
逸
の
場
を
い
か
に
定
め
た
か
を
語
る
」

と
い
う
観
点
か
ら
い
う
と
、
白
居
易
「
池
上
篇
」
で
は
序
文
冒
頭
の

「
都
城
風
土
水
木
之
勝
在
東
南
偏
、
東
南
之
勝
在
履
道
里
、
里
之
勝
在

西
北
隅
、
西
閈
北
垣
第
一
第
、
即
白
氏
叟
樂
天
退
老
之
地
（
洛
陽
城
の

風
土
・
水
木
の
勝
景
は
東
南
の
偏す
み

に
あ
る
。
東
南
の
勝
景
は
履
道
里
に

あ
る
。
里り

の
勝
景
は
西
北
の
隅
に
あ
る
。
西
の
門
か
ら
北
垣
に
沿
っ
て

一
番
目
の
屋
敷
が
、
白
氏
の
叟お
き
な

楽
天
の
隠
居
の
地
で
あ
る
）」
─
─
自

身
が
屋
敷
を
構
え
た
場
所
が
、
い
か
に
素
晴
ら
し
い
場
所
か
を
焦
点
を

次
第
に
絞
り
な
が
ら
述
べ
る
─
─
が
そ
れ
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
「
入
れ
子
構
造
」
を
用
い
空
間
を
絞
り
込
む
表
現
は
、
白
居
易

が
廬
山
草
堂
を
築
く
際
に
も
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
表
現

か
ら
も
、
六
朝
の
隠
逸
空
間
の
価
値
付
け
と
大
き
く
異
な
る
態
度
が
う

か
が
え
る
。

［
付
記
］
本
研
究
はJSPS
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の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。




